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マニフェスト
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新・江戸東京研究の理論化を目指して

2020年は新型肺炎のコロナに始まりコロナに終わる。誰も
がそう感じたこの1年にあって、オリンピックや東京ビエンナー
レなど国と地域の各種イベントが延期や中止に追い込まれ
るなか、われわれの江戸東京センターが計画していたさまざ
まな行事や活動もまた同じ対応を取らざるを得ないのかと
当初は悩んでいました。でも、知らなかったIT技術を徐々に
身に着け、オンラインによる対話や表現が可能であることを知
り、しだいにそれに慣れてくる夏以降なると、むしろ空間の隔
たりや移動の時間を気にせずに、気軽にシンポジウム、研究
会、打合せができるようになって、例年とほぼ変わらない活動
が展開できました。
詳細は「シンポジウム・研究会」のページを参照していただく
として、9月以降に研究会3回、国際シンポジウム1回、国内
シンポジウム1回、学内外の講義・プログラムを2回開催し、
いまこの文章を書いている段階までにも実に多くの研究活動
をおこないました。そして、2021年の3月までに、一つの国
際シンポジウムと四つの研究会をさらに予定しています。
2017年初冬のセンター設立以来、研究員とスタッフが一丸
となって不断の活動を続けています。四年目の2020年度
は、当初目標に掲げた国際的な情報の発信と交流の促進と

いう点でも、1月のヴェネツィアを含めれば、10月の日中韓、
2021年2月の日韓の3度にわたる国際シンポジウムを開催
し大きな成果をあげることができました。とくに、文系の国際
日本学研究所と理系のエコ地域デザイン研究センターが合
わさって設立された当センターの強みを生かして、各種研究
活動のみならず、すべてのシンポジウムと研究会において一
堂に会して議論することにより、一つの対象を歴史や美術の
社会的な観点と建築や地理の空間的観点の両面から立体
的に解明してくことを追求していて、この体制は今後もより強
固に継続していきます。
そして、この2020年度を飛躍の年とし、われわれは5年目と
なる2021年度を一つの区切りとして大きなまとめの作業に
取り掛かろうとしています。1980年代のいわゆる〈江戸東
京学〉からとり残された課題は何か、その枠組みを超え、より
深く大きく江戸東京の特質を解明するための対象や方法は
いかなるものか。文理融合にありがちな多様な研究テーマ
や学問分野を細分化したままにはせず、いかに統合し理論化
しうるか。そのためのいくつかの視点がいまあぶりだされつ
つあります。これらはいずれも異なる分野の研究者が一緒に
なって活動したからこそ発想されたものばかりです。①二項

江戸東京研究センター長、法政大学デザイン工学部教授

高村雅彦
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対立ではない有機的なつながりとしての都市と田園の関係、
②それに対する文化的景観の有効性、③モニュメントではな
い名所という概念・カテゴリーの組み立て、④歴史・文化的ア
イデンティティの実態と継承の方法、⑤バーチャルとリアリズ
ムによる表現の自由、⑥地形などの自然条件と古代中世と
いう都市の基層への着目、⑦場所・空間・環境を一体にとら
える考え方、⑧人間と社会が作り出す様々な都市とスケール
の関係の把握と効果。これら江戸東京の特質を社会と空間
の両面からを解明し、〈新・江戸東京研究〉の理論化を目指
します。そのための多様な人々が結びつき、交流し、ともに創
造する場としての拠点が江戸東京研究センターなのです。
いま、日本を含む先進国を中心に急激な人口減少と高齢化
社会の到来を迎え、これまでの高度成長型の開発志向が強
い都市の在り方に関しては、価値観の大きな転換が必要と
なっています。しかも、地球規模での環境問題に加え、近年の
自然災害の多発や今般のコロナウィルスによる疫病に対する
人類の姿勢が問われています。東日本大震災などの自然災
害や今般の新型肺炎の蔓延では、人命を第一に考えること
は当然であっても、技術や経済の力を過信し徹底的に抑え
込もうとした20世紀とは異なる思考が求められているので

す。想定外の困難に遭遇しても、それを力ずくで解決しようと
するのには限界があることを知り、むしろそうした考え方自体
が何か違うのではないかと自覚することが重要です。
山本太郎は近著『疫病と人類――新しい感染症の時代をど
う生きるか』（朝日新書）のなかで、近年の加速度的に登場
する新たな感染症は、グローバル化による人口の増加や生
態系への無秩序な進出とけっして無関係ではないと指摘し
ます。人類は過去にパンデミックを起こした感染症をうまく取
り込み、免疫を獲得し、「種」としての強靭さを養ってきたので
あって、それは「撲滅すべき悪」ではけっしてなく、むしろ新た
な近接関係を獲得して、柔軟性あるしなやかな社会をどう構
築していくべきかのほうが重要であると説いています。
われわれのセンターも、多様な研究活動を通して、都市の歴
史、そして人類史の長期的な見通しを考え続けることを使命
とし、世界の持続的な発展に貢献できるその可能性を探るこ
とを大きな目標としています。
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Project 1

水のテリトーリオの国際比較

5つの研究プロジェクト

本プロジェクトは、江戸東京が長く生き続けるその理由と意
味を解き明かすために、これまであまり注目されてこなかった
古代・中世から綿 と々つながる大地や自然と結びついた都市
と地域の基層構造の解明を水との関係に着目し追求してい
ます。
前年度は水都の基層構造の研究を深めるために、都市と地
域の領域、いわゆるテリトーリオと文化的景観に焦点をあて
て研究を進めました。これまでの研究で、江戸東京のいわゆ
る中心部だけでなく、対象の範囲をより広くとらえ、同時に近
世以前の古代や中世を含めて考察しなければならないとい
うことが明らかになりつつあります。江戸市域に限定せずに、
その繁栄を支えた後背地や近郊農村をつなげて分析する方
法を用い、同時に古代・中世の地形や自然環境との関係を
探りながら、江戸東京の全体を水と地域形成の観点から再
読することを目指しています。
まず、前年度に続いて、エコ地域デザイン研究センターと共
催で2020年9月16日にはテリトーリオ研究会による「イタ
リア農業の底力」を開催し、地形や地質とそのうえに成り立
つ人々の営みの関係について密接な結びつきがあることを
改めて確認しました。また、前年度のシンポジウム「古代・中

水都ー基層構造

高村雅彦
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Photo by Hiroshi Aoki

法政大学デザイン工学部教授、プロジェクトリーダー　高村雅彦

1964年生まれ。専門はアジア都市史・建築史。法政大学大学院博士課程修了。博士（工学）。前田工学賞、
建築史学会賞を受賞。編著に『タイの水辺都市　天使の都を中心に（水と＜まち＞の物語）』法政大学出版局

（2011）、『中国江南の都市とくらし　水のまちの環境形成』山川出版社（2000）などがある。

世の府中から武蔵国を探る」、「御嶽山で語る畠山重忠 ～ 
父と娘 玉川が紡ぐ魂の邂逅～」、「玉川の語源を探る夕べ」
をまとめるかたちで、2020年10月には江戸の基層研究の
一翼を担う神谷博を中心とする府中玉川プロジェクトの手に
より「中世武蔵国絵図」を製作しました。この絵図は好評を
得て在庫がすぐになくなったため、現在は当研究センターの
ホームページ上にデータを公開しています。同時に、「多摩川
源流物語」と題した動画も作成してYoutube上で公開して
います。
前年度末のイベントになりますが、2020年2月26日に
は、イタリアのThe International Research Institute 
for Archaeology and Ethnologyから、代表のDaniele 
Petrella氏と副代表のVittorio Lauro氏を招いて講演会
を開催し、世界各地の歴史的文化遺産を高度なCG技術で
復元する方法と事例を紹介してもらいました。彼らとの共同
による内堀を含む江戸城（皇居）の復元を目的として、研究
交流の覚書を締結しましたが、コロナによる渡航の制限によ
り、共同での現地調査ができなくなって活動は延期となって
います。今後、研究費の獲得や行政からの許可を得て、近い
将来、江戸城の復元CGを作成する予定です。
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さらに、本プロジェクトが一貫して取り組んでいる「東京発掘
プロジェクト水辺編」は今年で3年目を迎えました。今年もス
リバチ学会会長で、本センターの研究員でもある皆川典久を
中心に、大学院生によって東京の水辺を歴史的に調査研究
し、それを読み込んだうえで、現代の都市にあってどのように
再生するかをデザインする報告書を製作中です。それに加え
て、本年度は、高村雅彦がリーダーとなり、50名あまりの大
学院生に呼び掛けて、江戸東京の上水と水車に関する研究
を開始しました。玉川上水とその支流となる野火止上水、千
川上水、三田用水を対象に、古地図を用いて水車の位置を
プロットし、その動力が近代東京の幕開けを担ったのではな
いかという仮説に全員で取り組んでいます。コロナの影響で
現地調査ができませんでしたが、本年度の資料中心の考察
結果と合わせて、2021年度にはフィールドワークを実施し、
その2年にわたる成果を報告書として発行します。
そして、2020年度の成果として特筆すべきなのは、陣内秀
信が東京の水都に関するきわめて意義深い『水都東京―地
形と歴史で読みとく下町・山の手・郊外』（ちくま新書）を上梓
したことです。陣内秀信の東京研究を世に知らしめた1985
年の『東京の空間人類学』（筑摩書房）から35年を経て、陣

内の東京論の集大成ともいえるものです。この間も東京につ
いて様々な論考を提示してきましたが、今回はその総論とも
いうべきもので、従来の都心や下町だけを「水の都市」とする
枠組みを超えて、山の手や武蔵野、さらには多摩へと対象を
広げ、東京全体を水との密接な関係なのかで多角的に解読
しています。台地や丘からなる緑溢れる「田園都市」としての
山の手に対し、河川と堀割が網目状に巡るヴェネツィアのよ
うな「水の都市」としての下町が併存するというこれまでの論
考を大きく飛躍させ、東京は山の手のみならず郊外において
も「水都」と呼べる大きく豊かな水の広がりを持つ都市であ
ることを明らかにしています。ここでも、本プロジェクトの主旨
と同じく、地形や自然といった基層から人々の営為が生じる
場であるさまざまな地域を読み解くといった方法論は一貫し
ていて、そこから都市の現在を語ろうとする立場にも変化は
ありません。江戸東京研究センターの活動を牽引しつつ、同
時に水都に関する調査研究を終始推し進め、それを広く公表
して価値を共有しようとする陣内秀信のその姿勢は、一般の
人々だけでなく、センターのわれわれにとっても常に大きな刺
激となっています。
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Project 2

東京のアイデンティティーとしての江戸とは

5つの研究プロジェクト

活動に制約の大きかった本年度は、これまでの研究成果をま
とめ、新たな展開を模索しはじめる年となった。
まず6月に『好古趣味の歴史　江戸東京からたどる』を刊行
した。一昨年度末に実施したシンポジウム「追憶のなかの江
戸～江戸は人びとの記憶のなかでどのような都市として再
構成されたのか」をもとに、当日の発表を発展させた諸論考
に、いくつかの章やコラムを補った論集である。17世紀の新
興都市江戸はもともと、京都に較べ、都市としての歴史が浅
い。そのうえ、たび重なる火災や自然災害によって失われた
ものが多く、とりわけ幕末の大地震、さらに明治以降の急速
な近代化、関東大震災、そして戦災によって外観の変化が著
しかったことは周知の事実であろう。そのような状況下で、お
のずとこの都市から失われた過去の事物を再発見し、記録
し、さらに文芸作品などのかたちで再構成する営みが早くか
らみられるようになる。本書においてはその先駆けといえるも
のがみいだせる18世紀から20世紀なかばまでを視野に、お
もに文学者たちが江戸に向けたまなざしの系譜をたどった。
そこでみえてきたことは、残された資料を探索し、いわゆる
大文字の歴史だけでなく、細かな地名の由来や日常的な習
俗、芸能民や物売りの姿など、とるにたりないと思われがち

江戸東京の「ユニークさ」

小林ふみ子

22

法政大学文学部教授、プロジェクトリーダー　小林ふみ子

1973年生まれ。専門は日本近世文学、文化。とくに江戸狂歌・戯作・浮世絵。東京大学大学院博士課程修
了。博士（文学）。著書に『へんちくりん江戸挿絵本』集英社インターナショナル（2019）、『大田南畝江戸に狂
歌の花咲かす』岩波書店（2014）などがある。

な事象までをも対象に、この都市のかつての姿を探ろうとす
る好古の文事が行われたことであった。しかもそれが19世
紀に入る頃には文人・好事家たちがネットワークを形成する
かたちで広く共有されるようになり、明治期にいたるまで行
われた。その発想と方法は、近代文学の作家たちによってか
たちと色合いを変えて継承ないし利用されることになる。限
られた有形の遺産を探究して微に入り細に入り事実を解明
し、そこから無形の記憶も総合し、想像力を駆使して都市像
を描きだす。江戸東京のアイデンティティはこのようにして紡
ぎだされたという視角を提示し得た。
歴史が短く有形の遺産が限られたことに由来すると考えられ
るこうした江戸東京の特性は、今後、国内外の他都市と較べ
ながら検証すべきことであろう。京都・大阪と比較という点で
は、米家志乃布による昨年7月のシンポジウム報告（→「近
代の名所図会にみる江戸イメージ」『法政地理』第52号、
2020年）が示唆的であった。明治期の同種の媒体における
東京と京都・大阪の表象を比較すると、歴史の長い関西の2
都市においては、東京ほど過去を強調する構成になっていな
いというその指摘は、東京を語るうえで「江戸」がいかに重視
されたかという本書の知見を裏付けるものといえる。
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10月に開催した研究会「東京の新名所　史蹟と銭湯」に
よって、これまで行ってきた名所研究は現代までを視野に収
めるに至った。古代の和歌的な想像力から生まれた歌枕を
濫觴として、“見るべき”名のある地として近世から多様に発
達した「名所」は “見るべき”という意味合いもさまざまに変
化して現代に至る。寺社や行楽地などの近世以来の名所に
加え、欧化の象徴的事物、出来事の記憶の地、またそれを視
覚化した記念碑や像などへと多様化し、近年ではサブカル
チャーゆかりの地なども新たに加わってきていることを確認
してきた。この研究会によって、さらに学術調査によって認定
された古代以来の史跡、著名人の墓所や旧居などもそれに
数えられること、それに対する行政の関与という視点が提示
されるとともに、銭湯などの古建築のように保存すべき対象
として新たに認識されるようになったものも同様に考えられ
ること、それは市民の手でその機運を作りだし得ることが示
された。ここまでの過程で、「名所」とは、それぞれの時代に人
びとが意味や物語を見いだすことができる場や事物であった
ということがみえてくる。これを逆手にとれば、いかに物語性
を再発見ないし創造・付与し、訪れることに意味を感じさせる
場にできるかが、これからの「名所」を考えるうえで鍵となると

いうことが浮かびあがる。
江戸東京の「ユニークさ」を考えるうえで、やはり比較の視点
は欠かせない。上述の国内の歴史ある都市との比較のほか
EToS全体のプロジェクトとしてヴェネツィアとの比較研究の
成果が出つつある。そのなかで本プロジェクトとしては、本年
度開催された国際シンポジウム「都市・自然・人間」の問題
意識ともかかわって、東アジア域内で、同じく国内の中心都
市として近世以来発達した、李氏朝鮮の都漢城を選び、生活
文化の比較研究を開始した。現状では朝鮮文化史の研究者
との共同研究は難しいと判断し、18-19世紀の漢城の文化
や生活の諸要素について記した文献に基づいて、その記述
と江戸東京についての諸文献にみえる事象との比較を行っ
ている。詳細は当該シンポジウム報告のページに記すが、同
じく中国文明の影響下にある2都市には共通点も多いいっ
ぽうで、みえてきたさまざまな相違について、今後、中国も視
野に入れて研究を深めたい。
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Project 3

アートと写真の公共性

5つの研究プロジェクト

コロナ禍の中、まともに研究会活動もできず、大変苦しい時
期を過ごしたが、後期に入り、オンラインで研究会等を行うよ
うになって、ようやく活動が多少なりともできる体制となって
きた。アートとして写真を取り上げたいという希望があり、とり
あえず2回写真に関連した研究会を企画し、映画・アニメに
関するシンポジウムも開催を検討している。
11月20日（金）18:00～19:30には、オンライン（Zoom）
にて、「米国写真アーカイブスでたどる占領期の東京」が開
催された。発表者は佐藤洋一氏（早稲田大学社会科学総合
学術院教授）であり、コメンテータには渡邉英徳氏（東京大
学大学院情報学環教授）を迎えた。参加者は74人である。
終戦直後の米国進駐軍は、公的（軍関係）にも私的（各個
人）にも多くの写真を撮影している。日本人自身の撮影が限
られていた時代であったが、これらの写真は米国に持ち帰ら
れ、公的な撮影資料に関しては公文書館に、また個人が撮影
した写真は大学図書館や各種史料館にアーカイブスされ、
閲覧が可能になっている。これらのアーカイブスを訪ね調査
した佐藤洋一氏は、現在膨大な資料を整理中であるが、そ
の一端を今回発表していただいた。
過去の写真を調べるという時間軸を遡る作業を行いながら、

テクノロジーとアート

山本真鳥

33

法政大学経済学部教授、プロジェクトリーダー　山本真鳥

1981年東京大学大学院社会学研究科（文化人類学専攻）満期退学。日本学術振興会奨励研究員を経て、
1984年より法政大学経済学部助教授。1990年より同教授。1978年より2年間合衆国東西センター（ハワ
イ州）留学。1990年より2年間、カリフォルニア大学バークレー校人類学部客員研究員。2001年より、国立
民族学博物館客員教授（2004年度まで）。2011年4月～2012年2月ハワイ大学マノア校人類学部客員研
究員、東西センター客員研究員。

デジタルアーカイブス、SNS、自動カラー技術といったテクノ
ロジーを援用することで、そのベクトルを未来方向につなげ
ていくというアプローチやそこで見据えるビジョンは示唆的
で、EToSの今後を展開を考える上でも大変刺激的な研究
会となった。

「シンポジウム：パブリックアートと東京」は、昨年度3月1日
に予定していた同シンポジウムであったが、コロナ禍の中延
期となった。対面での開催は難しいとの判断で、今年度11
月28日（土）の13時～17時でオンライン開催となった。参
加者は64人である。
このシンポジウムの趣旨は、東京という都市でのパブリック
アートの現状を考えるということにある。戦後の都市計画に
おいて、パブリックアートは公共空間をいかに作るかという課
題として登場する。そこにはコミュニティのあり方に即して作
られるものでもあるが、そこからコミュニティを生み出していく
役割も帯びている。基調講演「地域型芸術祭のいま？！～社
会のインフラとしてのアート～」を北川フラム氏（アートディレ
クター、㈱アートフロントギャラリー代表取締役会長，福武財
団常任理事）が行い、他3名の講演者が登壇した。高田洋一
氏（彫刻家、美術家）「パブリックアートの制作現場から―作
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品との新しい出会い方」、藤井匡氏（東京造形大学准教授）
「パブリックアートのつくる公共性」、荒川裕子氏（法政大学
キャリアデザイン学部教授）「パブリックアートの受容のあり
かたをめぐって」である。司会は山本真鳥（プロジェクトリー
ダーが行った。その後、岡村民夫（法政大学国際文化学部
教授）、岩佐明彦（法政大学デザイン工学部教授）(両名とも
プロジェクト構成員)、岩井桃子氏（キュレーター）がコメント
を行った。
北川フラム氏の講演：ファーレ立川は、多様な価値観の表現
としてアートをここに設置するというのが主目的であったが、
街歩きとしての楽しさが味わえるような企画も要素のひとつ
である。ここにファーレを守るファーレ倶楽部という市民の会
ができて、清掃をしてくれるし、毎年のように様々なイベントも
行うし、また学校も教育現場としてファーレを取り込むし、とい
うことでファーレがコミュニティを形成する一助となり、かつコ
ミュニティに守られる存在となった。後半は、均質空間となっ
てしまった都市でのパブリックアートの限界を感じた氏がな
ぜ地方の芸術祭を主たる活動の場としていったかというこ
とが語られた。そこには日常的自然を大切にし、濃密な空間

（コミュニティの記憶）を語ろうという努力がある。パブリック

アートはコミュニティの中から生まれる。そしてさらにアートが
コミュニケーションを生み、人々をつなげていく力をもつので
はなかろうか。
その他の講演者からもパブリックアートがつなげる人と人と
の輪についての報告があった。後半のシンポジウムではパネ
リストからのコメントが入り、活発な討論が行われた。この講
演シンポジウムは年度内に報告書を出版する予定である。
さらに1月23日（土）14:00～15:30に東京都現代美術
館の学芸員丹羽晴美氏を迎えて「東京写真の新たな可能
性」という研究会を開催する予定である。
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Project 4

コモンズを再生する東京（商店街を抱き込む生活圏）

5つの研究プロジェクト

2020年度の「都市東京の近未来」では、近未来の東京をプ
レゼンテーションする方法としてパタンランゲージの原型のよ
うなクリストファー・アレグザンダーの『人間都市（a human 
city）』（1970）を再読し、2020年の東京における近未来
のパタンランゲージを作成しようと考えた。
産業革命以降の19世紀、西ヨーロッパに起きた都市化の時
代、農村集落から都市へ人の移動が行われた。それは、地縁
社会に生きた人が見知らぬ人の集まりである都市空間に移
り住み都市労働者となるもので、地縁的共同体を支えるコモ
ンズという場から、個人の利益活動が自由に行えるマーケッ
トの空間に移行することであった。そこでは産業社会が効率
よく作動するようにデザインされた都市空間に収容されるこ
とによって、人々は産業社会が要求する日常に教化されたと
考えられる。このアーバニズムと呼ばれる現象は、個人が集
落というコモンズから都市へ生活空間を移動することで経験
するものである。
2020年は世界的な感染症コロナによって日常生活は大き
く変容した。「新しい生活様式」が提唱されたが、それは毎
日オフィスに通勤する往復運動ではなく、テレワークが当たり
前となる社会が想定されている。通勤をしない日常生活、そ

都市東京の近未来

北山 恒

44

法政大学デザイン工学部教授、プロジェクトリーダー　北山 恒

1950年生まれ。建築家、専門は都市理論。横浜国立大学大学院修了。代表作「洗足の連結住棟」「祐天
寺の連結住棟」で日本建築学会賞、作品選奨受賞など。著書に『都市のエージェントはだれなのか』TOTO
出版（2015）、『モダニズム臨界』NTT出版（2017）、共著に『TOKYO METABOLIZING』TOTO出版

（2010）などがある。

こでは近隣という地域社会が再び重要な意味を持ってくる。
日中も生活者がいる生活圏が都市内に登場するのだが、そ
れは個人が都市のマーケット空間から集落のようなコモンズ
的生活空間に移動することで生まれるのだ。人々はオフィス
ビルという労働の収容所に拘束されない働き方を知り、そし
て、経営者も高い賃料を払ってオフィスを構えない選択肢が
あることが理解された。H.アーレントが指摘する、「働く」ことが

「労役（labour）」ではなく｛仕事（work）｝であるという、働
くことが個人の意思に委ねられるとき、生産性をもとめる「現
代都市」とは異なる、個人の幸福のためにある都市という「も
うひとつの都市」像に向けた変化が始まると考えている。近
代社会が排除してきたコモンズ（共有地）を再生する契機
は、新しい日常生活を支える生活圏をつくることである。

「都市東京の近未来」では、都市内の「紐状の都市エレメン
ト」がつくる生活圏に注目してきた。江戸から続く都市圏で
は、起伏の多い江戸の町が地形に対応してつくられているの
で、尾根道や谷道という古道、中小河川とその暗渠、崖線、そ
して寺社や武家屋敷の敷地境界が地形と関連していたため
その境界線が「紐状の都市エレメント」として読み取れる。ま
た寺社地も地形と関係しその参道が商店街になっている場
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合もある。このような「紐状の都市エレメント」は建物が建て
替わっていて江戸から続く数百年の時間継続して存在してお
り、人々の記憶の中でコミュニティコア（生活圏）として認識さ
れる。東京の23区には1,771の商店街があるが、その多く
はそのような「紐状の都市エレメント」である。この商店街を
抱き込む生活圏を想定し、そのなかに都市におけるコモンズ
再生の可能性を調べている。23区内の商店街の総延長は
約640kmあって、商店街の道路を廃道にして歩行者モール
とすれば約3,2㎢の歩行者空間が生まれる。これは皇居の
面積の1,5倍の広さである。さらに、商店街は東京の都市内
にかなり均等に分布している（紐マップ）のであるが、それは、
商店街が日常の買い回りなので商店街を中心とする生活圏
が存在していることを示している。商店街の商圏を500mと
すると東京23区の全域をほぼカバーする。なので、東京に住
む人は誰もいずれかの商店街に帰属しているという感覚を
持っているのではないかと思う。商店街に共有の居場所であ
ると感じられる空間が用意され、たとえば顔見知りの店主を
ハブに人々が交歓できる場が生まれれば、そこにコモンズを
再生する可能性がある。
提案する商店街のパタンランゲージは以下の記述を記号化

するものである。歩行者モールとした両側町で、店前空間に
は商品がはみ出ることが許され、道には一坪ショップのワゴ
ンやテーブル・イスが置かれ、近くの食堂の天蓋付きのダイニ
ングスペースとなる。空き店舗は「町の道具箱」となり、テンポ
ラリーなイベントスペース、共同キッチンや子ども食堂、障碍
者施設や高齢者のための公共サービス施設が設けられる。
各店舗に本棚を設け、そこに店舗に関係する本が置いてあ
るようなリトルライブラリーのネットワークもできる。商店の2
階にある空き室には学生が勉強するためのラーニングコモン
ズのラウンジのようなスペースや、もちろんコミュニティオフィ
スとしてのコワーキングスペースが設けられる。さらに、廃道
する道はアスファルトを剥して大きな樹木を植えてはどうだろ
う。このように商店街を再編すれば近隣に包容力のある空間
を提供することができる。かつてW.ベンヤミンがパッサージュ

（パリのガラス屋根付き商店街）を「ユートピア共同体の推
進力である」としたように、商店街は東京という都市において
コモンズ再生の推進力となるかもしれない。
2021年3月13日に「コモンズを再生する東京」というタイト
ルでシンポジウムを予定している。

≒　3.20 km²紐マップ（東京の都市に分布する商店街）
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Project 5

名所の変遷から江戸東京の基層を探る

5つの研究プロジェクト

江戸東京アトラスプロジェクトは2020年度より「江戸東京
のユニークさ」プロジェクトから独立して単独のプロジェクト
となった。近年利便性が向上したGIS（地理空間情報システ
ム）を利用してEToSの成果を発信する試みとして、学部生・
大学院生の協力を得ながら文理協働で活動を行っている。
分野横断的なメンバーで構成されたEToSならびに総合大
学としての本学の強みを活かし、人文地理学・都市史学・景
観工学などの多角的な視野をもって成果を得ようとするプロ
ジェクトである。
アトラスとは、地域に関するさまざまな情報を地図上に表現
することによって、地域の本質を追究する手段であり、地域理
解の方法そのものである。「今の東京のユニークさの源泉と
なっているこの都市／地域の基層に光を当て、その構造を明
らかにする」「世界のなかでも独特の性格をもつ巨大都市東
京の成り立ちを多角的な視点から解明する」（いずれも陣内
秀信・初代センター長）というEToSのミッションに対して、ア
トラスは時空間をビジュアルに表現することを通じて貢献し
ようとするものである。
アトラスを実現するためのGIS関連技術の進歩と普及は目
覚ましいことから、これらは既存のシステムを用いることとし、

江戸東京アトラス

福井恒明

55

法政大学デザイン工学部教授、プロジェクトリーダー　福井恒明

1970年東京都生まれ。東京大学工学部土木工学科卒、同大学院修士課程修了。清水建設、東京大学、国
土交通省国土技術政策総合研究所などを経て2012年法政大学准教授。2013年より同教授。専門は景観
工学。編著書に『景観用語事典』『コンパクト建築設計資料集成［都市再生］』『水都学V』など。千代田区な
どの景観行政、葛飾柴又・四万十・佐渡の文化的景観に関わる。

江戸東京アトラスプロジェクトとしては、江戸東京の基層構
造を明らかにする研究とその成果の地図表現検討の作業を
行っている。具体的には「名所の変遷から江戸東京の基層を
探る」とのテーマを選定した。名所案内の内容や挿し絵、浮
世絵を丁寧に読み解き、江戸東京を構成する要素や領域が
どのようなもので、時代によってどのように変遷してきたのか
分析し、地図表現することに取り組んでいる。
2020年度は『名所江戸百景』の視対象分析にもとづく江
戸の周縁領域考察、『新撰東京名所図会』に掲載された名
所の種類や分布、表現方法に着目して明治期の人々の持つ
東京名所のイメージ検証に取り組んだ。しかしながら今般の
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、対面で資料を参
照しながら行う分析作業の実施が大きく制約された。当初5
月に予定していた研究ワークショップは延期し、11月にコア
メンバーの対面会議にリモート中継を併用して実施した。ま
た、2021年2月末にはEToS全体から分野横断的な参画
を得て、２回目のリモート研究ワークショップを開催した。

『名所江戸百景』の視対象分析については、江戸の周縁部
を描いた23点に着目し、既往研究や他の名所案内本、数値
地図の３次元表現などを用いて詳細な分析を行い、視対象
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や対象領域を特定してGIS上に表現した。建築物や特徴的
な要素に着目している既往研究に対して農地・広野・山林
などの背景的な領域に着目し、それらの範囲を地図上に示
す試みを行った。その結果、場所により5kmから15km程度
の視程で郊外領域がとらえられていたことを指摘した。これ
まで江戸の領域については、朱引や墨引、あるいは江戸五
里四方・十里四方といった概念で周縁部が語られてきたの
に対し、名所江戸百景の眺めの描写を通じて武家地・町人
地・寺社地だけでなく江戸が周辺農村へと広がる状況に注
目し、作者の歌川広重のみならず、江戸の人々が持っていた
であろう江戸の領域認識を解明し、表現する作業を行ってい
る。

『新撰東京名所図会』の名所分析についてはまず都心の麹
町区・四谷区・牛込区を対象とした作業を行った。その結果、
欧米化・近代化の進む首都東京のなかに過去の江戸を重ね
合わせることで、近代東京の名所風景が形成されていたとと
らえることができた。これをもとに分析対象範囲を15区に拡
大した。また、挿絵の表現手法や構図についての分析にも着
手し、離れたところから眺める風景から、その場に行って見る
具体的なものへと変化してきたことを指摘した。さらに江戸

東京研究を相対化する視点から、京都の名所図会をとりあ
げてその分布や表現について検証した。
全体として、①江戸から明治に時代が変わり、江戸の名所と
東京の名所の内容と分布がどのように変化してきたのか、そ
れらはどのような関係性を持っているのか、②図会等に掲載
された絵や写真の表現をもとに名所のイメージとその社会
的意義がどのように変化したのか、が論点になっており、これ
らについて今後議論を進め、その成果をアトラスとしてビジュ
アルに表現する検討を行っていく。
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2020年度事業報告 シンポジウム・研究会

「東京の京友禅」
研究会

開催日：2020 年 1 月 25 日
場所：法政大学市ヶ谷キャンパス

発表者：岡本慶子（法政大学経営学部教授）
コメンテーター：榎一江（法政大学大原社会問題研究所教授）

伝統ある京友禅であるが、それが大正・昭和初期の産業革
命の影響下で、どのようなファッションを作り上げていったか
がテーマである。発表者は、東京女子美術大学で染織を学
び、テキスタイル・デザイナーとして働き、その後商品の企画、
海外留学、営業として海外から商品調達の仕事をし、現在
は大学で教鞭をとりつつ、研究活動を行い、日本のテキスタ
イルの海外普及にも関わっている。
手描き友禅は、17世紀に宮崎友禅斎が考案した。その前に
は絞り染め、型染めなどしかなく、フリーハンドで柄を染める
ということはなかった。友禅染より前に刷り染めという技法が
あったが、刷り染めや刷友禅と呼ばれるようになった。
日本の産業革命後に写し友禅（型友禅）という技法ができ、
その後シルクスクリーンや機械捺染も輸入されて、それらも
友禅とされた。最近はインクジェットプリンタで染めた友禅も
ある。素材はいろいろだが、木綿に染めたのだけは友禅とは
呼ばれない。在来の技術があったので、海外の染料を輸入す
るだけで、いろいろなことが出来るようになった。
一方開国後、モスリンの輸入が始まる。ウールのモスリンは発
色がよかった。木綿に比べて暖かく、軽く、またしわになりにく
く、安いために、長襦袢として普及し、外出着にも用いられ、
大正の初めには国産ができるようになった。関東大震災後、
絹の銘仙が流行することになった。銘仙は質の落ちる絹を用
いて、無地や縞柄、絣などとなり、関東を中心に26年間で2
億反生産された。上流階級では普段着に、下々では晴れ着と
なった。
さて友禅は、長い間高級品として、人々は晴れ着に用いてき
た。普及版の新しい技術を用いた比較的安価なものが出回
る一方で、手描きの高級品も作られていた。昭和7年～10年
くらいで、銘仙は7円前後、モスリンは４円前後。友禅は、羽
織が40円台、下の着物が30円台。仕立代も友禅はそれなり
に張る。現在の日本橋あたりでは、大正となる頃、大店の呉
服店がデパートになった。関東大震災後、技術の向上が安価
な生地を生んだ。百貨店では陳列販売、定価販売が始まり、
女性たちが自由に見て回れるようになる。大震災後には百貨
店が中流の商品も扱う。しかし流行の発信地となるために、

デパートは問屋と組んで、高級品の開発を行った。力のある
問屋と一緒に、○○会といったものを作って、商品開発をし
て、陳列、図録の制作、江戸時代の衣装や古代裂などの収集
も行う。その一方でもう少し安価なものも売った。京都の呉
服問屋も、職人や関連の工房などと共に商品開発や展示会
を行った。ため息をつくような名品が当時のカタログに掲載
されている。今はどこにあるのか分からないが、コレクターが
保存してくれていることを望みたい。しかし、昭和15年には高
級品の生産を抑制する法律ができる。戦争中には生産は下
火となり、残念な結果となる。
友禅とアートということを考えると、友禅は作られたときは商
品。着物は古着になったときアートに変化する。維新の頃に
は、武士の家庭から大量に売りに出て、海外に流れていっ
た。着物が特別なのは、生地が切り刻まれてしまうことがな
く、一定の長さで保存されているということである。大正昭和
の着物も現在では海外ではアートとして保存されている。商
品としての研究も行われるべきであるが、日本人として、着物
がどのように作られたかを海外の人にも説明できるようにし
たいと考えている。
コメンテーターは、この分野の経済学的研究は製糸業・紡績
業・織物業というふうに分断されて研究がなされているが、こ
のようにそれを横断する研究は新しい視点を生む可能性を
もっていて、大変興味深いと語った。生産過程の研究が経済
史でも従来型であるが、最近は消費について考える方法が
目新しい視点とされるようになっている。ファッション、消費と
いったところからの視点は今後ますます重要になっていくだ
ろうと述べた。　　　　　　　　　　　　　   （山本真鳥）

岡本慶子氏による発表
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「気候変動と雨水利用～雨水の基準と制度を考える日独シンポジウム」
シンポジウム

開催日：2020年2月19日
場所：法政大学市ヶ谷キャンパス　スカイホール

2020年2月19日（水）、「気候変動と雨水活用シンポジウ
ム＆セミナー」が法政大学市ヶ谷校舎ボアソナードタワー26
階スカイホールにて開催されました。主催は、法政大学エコ
地域デザイン研究センター、共催として日本建築学会あまみ
ず普及小委員会、公益社団法人雨水貯留浸透技術協会、特
定非営利活動法人雨水まちづくりサポートの3者が加わりま
した。他に、国土交通省、公益社団法人空気調和・衛生工学
会、公益社団法人日本下水道協会、東京都、横浜市、京都
市、世田谷区、武蔵野市、公益財団法人日独協会から後援
を頂きました。

「雨水の利用の推進に関する法律」が2014年に施行され
て5年が経ちましたが、気候変動に関わる災害はその後も激
しさを増し、雨水への対策は喫緊の課題となっています。洪
水対策等の雨水管理は河川・下水関係の基準や制度が整
備されていますが、平水時の流域対策については、必要性は
認識されているものの対策が進んでいません。その理由の一
つに雨水活用に関わる基準づくりや制度整備の立ち遅れが
あると考えられます。そこで、雨水への取り組みが進んでいる
ドイツの先例に学びつつ、雨水に関する基準や制度について
議論を交わしました。参加者は118名で、国内外各地の事
例報告をもとに、熱のこもった議論が展開されました。
シンポジウムの成果として、雨水基準制度研究会を立ち上
げ、引き続き課題に取り組んで行くことになりました。

（神谷博）

シンポジウムの様子
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2020年度事業報告 シンポジウム・研究会

「考古民族国際研究センター「Edo Castle Mission」との研究会」
研究会

開催日：2020 年 2 月 26 日
場所：法政大学市ヶ谷キャンパス　外濠校舎 S404

江戸東京研究センターEToSでは2020年度の目標に国
際的な情報の発信と交流の促進を掲げている。1月イタリア
で開催した「ヴェネツィア国際シンポジウム」に続いて、2月
にはイタリアから考古学の専門家が2名訪れ、江戸城の復
元に関するワークショップを開催した。
イタリアを拠点とする考古民族国際研究センターThe 
International Research Institute for Archaeology 
and Ethnologyでは、これまでにイタリアのシチリアやサル
デーニャ、また日本の岡山県や滋賀県、長崎県において復
元に関するプロジェクトを実施していて、今後の展開として
江戸城の復元CG作成に関するワークショップを行った。最
初に、代表のDaniele Petrella氏から趣旨が説明され、続
いて副代表のVittorio Lauro氏により過去の復元CG例
が示された。その作品の完成度はきわめて高く、江戸城で実
施する場合の方法や問題点が話し合われた。その結果、今
後、共同研究することで双方が同意し、4月に共同研究に関
する協定書を締結した。しかしながら、研究費の獲得、行政
との連携などが当初から大きな課題となっていたが、それ
以上に現地調査が主な活動の一つとなっていたため、コロ
ナの影響で現在は計画が延期になっている。近い将来、江
戸城の復元CGを共同で作成することが強く求められてい
る。

（高村雅彦）

上：研究会の様子
下：考古民族国際研究センターのホームページ画面
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「2019年度江戸東京研究センター年度末報告会」
シンポジウム

開催日：2020年2月29日
場所：法政大学市ヶ谷キャンパス　市ヶ谷田町校舎マルチメディアホール

２０２０年２月２９日、江戸東京研究センター年度末報告会
（シンポジウム）が開催された。今後全体で取り組むべき研
究テーマ、HOSEIミュージアムの公開コンテンツ、これからの
組織運営のあり方を共通の問題意識とし、全体での意見交
換がなされた。
高村雅彦教授（水都・基層構造プロジェクトリーダー兼　
２０２０年度江戸東京研究センター長）からは、出版物、報告
書、シンポジウムなどはかなり行ってきたが、これからは研究
面での体力をつける時期であるとの認識が示された。また、
国際日本学研究所とエコ地域デザイン研究センターによる
融合的なテーマを「新・江戸東京研究」として打ち出すことの
必要性や、当面の目標を２０２１年としながらも、さらに４～５
年先を見据えて研究をすすめるべきとの考えも明らかにされ
た。
北山恒教授（都市東京の近未来プロジェクトリーダー）は、文
明的転換点である現代において、江戸の都市構造が残って
いる東京が世界的に見て独自性を有している点を指摘した。
さらに、コミュニティと空間概念の問題等について、プロジェク
トの研究活動をふまえて具体的に報告しつつ、都市研究の
拠点としての法政大学江戸東京研究センターの可能性が語
られた。
小林ふみ子教授は、次年度から「江戸東京の「ユニークさ」」
のプロジェクトリーダーに就任する立場から、プロジェクトを
新しい方向ですすめるための新たな研究テーマや可能性の
ある素材の提案を行った。例えば、地図や名所絵、絵はがき
を資料として積極的に活用すること、地名の重要性、江戸東
京における地震・火事・疫病などの「危機とどう向き合って克
服してきたのか」、変化する時点に着目した研究等。
今年度から「テクノロジーとアート」のプロジェクトリーダーに
就任した山本真鳥教授は、四つのプロジェクトの方向性をま
とめていくうえでの課題を指摘した。どこまで研究対象を広
げるべきか、社会科学系の知見が入っていない現状をどうす
るかという問題が指摘された。そのうえで、近未来東京から
出されたキーワードである「コミュニティ」には親和性がある
との話が出された。
陣内秀信研究員からは、方向性・戦略が重要であり、江戸東
京の図会の蓄積はヨーロッパ都市にはない特徴であり、その

意味の解読が必要であることが指摘された。また、日本の都
市には過去の経験を残す方法として、口承文学、地名、地図
などがあること、地図研究においては、客観的な都市の変化
を追うだけにとどまらない研究が望ましいとの発言があった。
また、変化が著しい江戸東京において変わらないもの（地
形、お祭りなど）と変わり方の双方に目を配るべきとの提言
がなされた。
横山泰子江戸東京研究センター長は、全体の事業報告を
行った後、限られたスタッフで、ブランディング事業としてかな
りの仕事ができたという実感を語った。その一方で、社会に
対するサービスに労力を使った観もあり、次年度以降、研究
員のエネルギーを極力学術的な方面で使ってほしいこと、研
究成果を出すために各研究プロジェクトをどうすべきかを考
えるべきと発言した。コロナ禍の中、大人数での議論自体が
難しかったものの、田中総長も同席しての意見交換がなされ
たことは次年度以降の研究計画を立てるうえで大変有意義
であった。
田中優子法政大学総長からは、江戸東京研究センターの調
査研究活動の一環として、東京都に対し、政策提言を行った
ことが報告された（2019年9月17日に小池百合子都知事
に多摩川から外濠に水を引き込むことを含む提言を東京理
科大学、中央大学との連名で提言し、2019年12月に東京
都が発表した「未来の東京戦略ビジョン20」の中に外濠の
水質浄化が明記された）。また、今後予定されている明治大
学、関西大学との連携シンポジウムのテーマは「都市と大学」
となり、江戸から東京、浪速から大阪への変化と大学の位置
付けを考察するとの発言があった。江戸東京研究センターの
活動が確実に成果を上げつつあり、今後も期待される旨が
述べられた。　　　　　　　　　　　　　　  （横山泰子）
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2020年度事業報告 シンポジウム・研究会

「佐原アカデミアとの研究交流会議」
研究会

開催日：2020年3月１日
場所：千葉県香取市佐原

千葉県香取市佐原において2020年3月1日(日)に開催
が予定されていた「佐原『江戸優り』フォーラム」は新型肺
炎感染拡大防止の観点から当日の開催が中止され延期
(時期未定)となりましたが、今回のフォーラムの主催団体
の一つであるNPO法人佐原アカデミアの招きにより，エコ
地域デザイン研究センターと江戸東京研究センターの研究
員が佐原を訪問し、現地視察と今後の研究協力についての
打ち合わせを行いました。水郷佐原山車会館、伊能忠敬記
念館をはじめ、伝統的建造物が並ぶ佐原の町並みを見学し
た後、佐原町並み交流館の会議室において会議が開かれま
した。視察で感じられた佐原の町や住民自治の特徴などを
確認するとともに、今回のフォーラムで予定されていた講演
内容が共有され、佐原の都市研究において対象とすべき学
域，時代，地域，史資料の範囲などが検討されました。今後、
佐原の都市研究の成果を視覚的な資料としてまとめること
などを構想しながら、エコ地域デザイン研究センターと江戸
東京研究センターが佐原アカデミアと協力していくことが合
意されました。　　　　　　　　　　　　　　  (事務局)

上：研究交流会議
下：佐原の町並み

「都市・自然・人間」
国際シンポジウム

開催日：2020年10月17日
場所：オンライン開催

江戸東京研究センター（EToS）では2020年度の目標に
国際的な情報の発信と交流の促進を掲げている。それゆ
えに、2020年1月イタリアで開催した「ヴェネツィア国際シ
ンポジウム」に続いて、この10月の国際シンポジウムはもっ
とも力を入れたイベントの一つとなった。第3回東アジア都
市史学会国際学術大会との共催により実現したもので、
EToSが担当となり日中韓の研究者が一堂に会して活発な
議論を展開させた。当初は6月に法政大学市ヶ谷キャンパス
において対面で実施する予定だったが、コロナの影響を受
けたために時期を遅らせてZoomによるオンラインでの開催
となった。これにより、渡航や宿泊などの手間がなくなり、時
差も1時間しかなく、加えて同時通訳のシステムを最大限に
活用することで、むしろ気軽で自由な雰囲気のなかでシンポ
ジウムは行われた。
複数回にわたる準備会議を経て、テーマは「都市・自然・人
間」とすることが決定する。都市と自然のさまざまな関係の
上に形作られる人間の営みは、空間や社会の歴史的な観点
から見たときに大きな特質となって現れると仮定し、その比
較研究を試みたのである。こうして、日中韓のなかでの違い
を相互に確認しつつ、一方でヨーロッパとは異なるアジアに
特徴的で共通する概念を抽出しようとしたものであった。
全体司会は高村雅彦が務め、EToSからの発表者は文系
の国際日本学研究所と理系のエコ地域デザイン研究セン
ターが一緒になって設立された当センターの強みを生かし
て、根崎光男と陣内秀信が担った。江戸東京を対象に、一人
は文献史から江戸の特性を導き出し、もう一人は空間的観
点からその魅力を描き出したのである。
シンポジウムは上海社会科学院の熊月之による開会のあい
さつで幕を開けた。続いて、中国から熊月之「コロナウイルス
肺炎の防疫から見た上海のガバナンス能力」、郭長剛（上
海社会科学院歴史研究所）「現代中国都市化に関する回
想と考察」の報告があり、両者とも現代の中国らしく都市化
の問題に焦点を当てた。次に、韓国から朴珍彬（慶熙大學
校）「美しい都市と田園都市の間：ウォルター・バーリー・グリ
フィンのキャンベラ都市計画」、禹東善（韓國藝術綜合學校）
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Symposium 　14:00-18:00

●XIONG Yuezhi(Shanghai Academy of Social Sciences)
　The Urban governance capabilities of Shanghai in the view of its practice of the Anti-Novel coronavirus pneumonia
●GUO Changgang(Shanghai Academy of Social Sciences)
　A General Review of Urbanization in Contemporary China

●PARK Jinbin(Kyung Hee University)
　　Between a beautiful city and a garden city: Walter Burley Griffin's design of Canberra
●WOO Dongson(Korea National University of Arts)
     Seoul's Space and Society Seen Through Hanseong-bu Family Registry during Gwangmu Period

●NESAKI Mitsuo(Hosei University)
　Structure about falconry and the hawk grounds of General Tokugawa
●JINNAI Hidenobu(Hosei University)
　Tokyo as the Water capital－Connection City ・Nature ・Human Being understanding from water

Research presentation (no interpreter)
TIME：10:00-13:00　
※ (JST), UTC +9

Symposium (with interpreter)
「City・Nature・Human being」
Supervion : 
Society of Urban and Territorial History Society of Urban and Territorial History 
Hosei Univ. Research Center for Edo-Tokyo Studies

TIME：14:00-18:00
※ (JST), UTC +9　

Participation fee: Free    
ZOOM meeting

The 3rd International Conference
 of the East-Asian Society

 for Urban History
17 October 2020

「高宗時代のハンソン戸籍から見たソウルの空間と社会」
の発表があった。とくに、禹は精緻な分析によって近代化以
前のソウルにおける都市空間と人々の営みの関係を詳細に
説明した。最後にEToSから根崎光男「徳川将軍の鷹狩り
と鷹場」、陣内秀信「水都東京－＜水＞から読みとく都市・
自然・人間の結びつき」の報告があった。根崎は鷹狩りとい
う世界にも共通する文化にあって、江戸の特質を社会的な
場所論として明らかにし、また陣内はこれまでの水都研究の
視点を総論的に開示した。その後、各登壇者の間で討論を
行った後、最後に元東京大学教授で、現在は青山学院大学
に所属する伊藤毅から的確なコメントをもらい、閉会のあい
さつもいただいて幕を閉じた。全体を通してとても内容の濃
いシンポジウムであった。
時間だけなく、システム的な問題から討論の時間が少な
かったのは悔やまれるが、国と国の間の距離を超えて、同じ
時間に言語の異なる研究者が一堂に会し、一つのテーマを
みんなで議論した経験は、参加者全員にとって今後おおい
に役に立つことだろう。

（高村雅彦）

オンラインで開催された研究発表
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「中世武蔵国絵図」
研究成果公開

公開日：2020年11月11日

2019年度に府中玉川プロジェクトの成果物として、江戸の
基層「中世武蔵国絵図」を作成いたしました。2020年度に
入り、これをデータから紙ベースにするための作業を行い、
2020年7月に印刷、配布を開始いたしました。印刷部数は
500部で、コロナウイルス対策からイベント等人の集まる機
会が限られたため、事務局の提案でHPから10月9日に呼
び掛けて希望者に郵送することになりました。郵送費のこと
もあり100名限定で募集したところ、翌日までに150名の
希望があり、急遽締め切るとともに、郵送部数を150部に増
やして対応しました。
内容については、A1判3回折りでA4サイズになる地図で、
表面には趣旨や年表、歴史変遷図などを配し、内側絵図面
はA1判で武蔵國を中心とした絵図を描きました。地理的範
囲としては関八州、歴史の期間としては935年平将門の乱
から1495年北条早雲伊豆国制圧までを記しました。絵図の
ベースは、以前森田喬先生が作成したGISから起こした立
体図を用い、周辺を手書きで描き足して下図としました。ここ
に、地形地質の基礎データを落とし込み、山岳名、河川名、国
府、主要な神社、秩父平氏と武蔵七党の中心地、古道として
の鎌倉道、などを記入しました。図の周囲には武蔵国や秩父
平氏、古刹の由来、地形や水系、街道の解説などを加えまし
た。地図の方位をどう描くかが問題でしたが、西上で東京湾
との関係や富士山との関係を際立たせるような位置どりをす
ることで北武蔵と南武蔵の関係や府中と江戸の関係が見や
すくなるようにしました。結果的に江戸湾がデフォルメされて
大きくなりましたが、古東京川の持つ意味もより強く浮かぶ
上がらせることになりました。細部の書き込みは不十分です
が、関八州の中での武蔵國を新たな視点から眺めることが
できたかと思います。

（神谷博）

2020年度事業報告 シンポジウム・研究会

PDF 公開 URL（2021 年 3 月現在）:
https://edotokyo.hosei.ac.jp/news/news/news-20201009172749
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米米国国写写真真アアーーカカイイブブススででたたどどるる
占占領領期期のの東東京京

江江⼾⼾東東京京研研究究セセンンタターー「「テテククノノロロジジーーととアアーートト」」ププロロジジェェククトトチチーームム研研究究会会

占領期に進駐した米軍関係者はプライベートも多く
の写真を撮影しています。これらにはカラー写真も含
まれ、戦後混乱期を知る貴重な記録となっています。
遺族によって寄付され米国の図書館にアーカイブされ
ているこれらの写真の収集と分析を続ける佐藤洋一先
生（早稲田大学教授）をお招きし、アーカイブスに残
された写真を読み解き、地域に還元する取り組みにつ
いてご紹介いただきます。

22002200年年1111月月2200日日((金金))
1188時時~~1199時時3300分分
オオンンラライインンににてて開開催催
((オオンンラライインン会会議議シシスステテムムZZoooommをを使使用用ししまますす））

参参加加無無料料
事事前前申申込込がが必必要要でですす

法政大学江戸東京研究センター
102-8160 東京都千代田区富士見2-17-1
Email：edotokyo-jimu@ml.hosei.ac.jp

お問い合せ

【発表者】佐藤 洋一氏

（早稲田大学社会科学総合学術院 教授）

【コメンテーター】 渡邉 英徳氏

（東京大学大学院情報学環 教授）

事事前前申申込込ははここちちらら
hhttttppss::////ffoorrmmss..ggllee//
88xxTTpp11qqAAmm11MMHHkkTTggEENN99

写真上 銀座松坂屋から撮影された二枚の写真を合成。
左： 第二次世界大戦博物館所蔵（1945年10月・撮影者不明）
右： 米国立公文書館所蔵（1945年９月24日・米陸軍通信隊撮影）
写真下 全てLennox and Catherine Tierney Photo Collectionより
所蔵：ユタ大学マリオット図書館所蔵

「米国写真アーカイブスでたどる占領期の東京」
開催日：2020年11月20日
開催方法：オンライン開催

終戦直後の我が国に進駐していた米国進駐軍は、公的（軍
関係）にも私的（各個人）にも多くの写真を撮影している。こ
れらの写真は米国に持ち帰られ、公的な撮影資料に関して
は公文書館にアーカイブされているが、加えて個人が撮影し
た写真も遺族や本人の寄贈によって大学図書館や各種史
料館にアーカイブされ、閲覧が可能になっている。一方、占領
期に日本人が撮影する機会は限られており、現在では散逸
したものも多く、残されたものも関係者により私的に保管さ
れておりアクセス出来ない環境下にある。
建築学科出身の佐藤洋一氏は東京の戦後空間に興味を
持ったことをきっかけにこの「空白期」に対し、アメリカで公開
されている写真をリサーチし、その写真を読み解き、共有（里
帰り）させるという取り組みを行っている。研究会では佐藤氏
が米国で収集した写真を豊富に用いながらその取組につい
てご紹介いただいた。
研究のアプローチとしては「撮影された写真（潜在的史料）」
の収集であるが、その眼差しは「撮影されたであろう写真（可
能的史料）」に向けられている。研究会で異なる人物が同時
期に同じ場所を撮影した複数の写真を題材にして、映る人物
や撮られた場所から多角的に都市の様態を読み取った例な
どが示された。撮影された写真には、当時の空間的な情報
だけでなく、撮影者の足取り（行為）や眼差し（社会的・個人
的）のレイヤーがあり、いかに現在に伝わったかというメディ
ア史的側面も持っている。こうした写真を里帰り（撮られた場
所に戻す）ことをきかっけに今とどう繋げていくのかという問
題提起がなされ、展覧会、語る場、調査主体、アーカイブスな
どの可能性が示された。
ディスカッションでは同じく戦後の写真とその活用を実践する
渡邉英徳氏より、AI技術を用いて写真をカラー化する取り組
みの中で生まれた当事者との関わりについて紹介され、膨大
に死蔵しているストックを調査しフロー化することで現代に生
かしていく可能性などが紹介された。過去の写真を調べると
いう時間軸を遡る作業を行いながら、デジタルアーカイブス、
SNS、自動カラー技術といったテクノロジーを援用すること
で、そのベクトルを未来方向につなげていくというアプローチ
やそこで見据えるビジョンは示唆的で、EToSの今後の展開
を考える上でも大変刺激的な研究会となった。  （岩佐明彦）

研究会
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「東京の新名所「史蹟と銭湯」」
研究会

開催日：2020年10月24日
場所：オンライン開催

昨年度末に開催予定だった「江戸東京のユニークさ」研究プ
ロジェクトの研究会を、約半年遅れで開催することができまし
た。当日の参加者は、７１名でした。
今回はこれまで積み重ねてきた江戸東京の名所に関する研
究会の節目として、「新名所」というテーマを設定しています。
斎藤智志氏（日本近現代史）による発表「近代東京における
史蹟保存事業とその周辺」では、近代東京における史蹟保
存事業の経緯が明らかにされました。東京の史蹟保存事業
は1900年前後に始まり、国レベルの保存事業と並行して行
われたものでしたが、１９１９年に制定された「史蹟名勝天然
紀念物保存法」のもと、調査・保存がすすめられながらも、関
東大震災と復興事業、都市開発にともなう史蹟破壊の危機
にもしばしば直面しました。近代以降に整備された史蹟は、
近世の「名所」と重なる部分はありつつも、異なった価値認
識のもとに成立していました。史蹟の物質的要素に学術的・
文化的価値が見出されたことで、古墳・貝塚が史蹟として加
えられ、建造物に江戸の特色が見出されるようになりました。
また、多数の墓・旧宅・学塾・事件跡などが指定・仮指定・標
識されたものの、風教に資するか否かで序列も生じました。ま
た、モノのない史蹟や伝説地は保存法の対象とはなりえず、
該当する場所に標識をつけ、記録するという形がとられまし
た。幕末・明治期以降の史蹟がナショナリズムの観点から重
視されました。以上、東京の史蹟保存事業の特徴として、墓
の多さ、モノのない史蹟への「標識」などの扱い方、幕末・明
治期史蹟の多さは東京の特徴である可能性が指摘されまし
た。東京の史蹟保存事業には東京市公園行政の関与、江戸
回顧志向、掃苔文化との関連も重要な論点です。斎藤氏の
発表に対し、人文地理学の米家志乃布氏が、東京の史蹟地
図を示し、名所の分布と同様に史蹟の分布に空間的な偏り
がみられることを指摘し、この空間分布は当時の人々の価値
認識の結果であるとコメントしました。
栗生はるか氏による発表「ご近所のぜいたく空間“銭湯”　
現状と可能性」では、江戸から継承され近代に発展した東
京の銭湯が、近年消失の危機にあるという現状をふまえ、豊
富な事例をもとに、消えゆく銭湯をどのように保存、維持して
いくかという極めて現代的な問題が投げかけられました。栗
生氏（建築　都市研究）は「文京建築会ユース」として、文京

区の魅力の掘り起こし・共有・継承に関する実践的な活動を
行った経験から、特に銭湯を「多世代共生」「地域の生態系」
の核として評価しています。戦後の全盛期（昭和４０年頃）東
京で２６００軒以上あった銭湯は現在では５００軒と激減し、
現在も経営維持のために様々な試みがなされているものの
廃業に追い込まれる銭湯も多いことが述べられました。具体
的な銭湯の保存活動を通じ、まちの文化資源である銭湯の
価値（地域の防災拠点、コミュニティの場等）が十分に認識
されることの必要性や、観光客をひきつける新しい名所とし
ての可能性が示されました。そのうえで、人々の日常生活に
密着していた銭湯が「非日常的なぜいたく空間」として位置
づけられることで新名所となり得ること、生活者と地域外の
人をともに惹きつけるバランス感覚が必要であることが述べ
られました。岡村民夫氏（文学・表象文化論）からは、銭湯に
とって温泉の情報発信が参考になるだろうというコメントや、
夏目漱石による日本近代温泉文学・銭湯文学の発祥地とし
て文京区を位置づけるなど、物語を活用して銭湯の文化的
価値をアピールしてはどうかというコメントがなされました。
東京は極めて変貌が著しい都市であり、歴史ある名所が保
存される一方、時代に即した新名所も作られています。過去
の名所のあり方に学び、新たな名所の創出方法にまで話が
広がり有意義な議論をかわすことができました。(横山泰子)

2020年度事業報告 シンポジウム・研究会

東東京京のの新新名名所所 ｢｢史史蹟蹟とと銭銭湯湯｣｣
江江⼾⼾東東京京研研究究セセンンタターー「「江江⼾⼾東東京京のの““ユユニニーーククささ””」」ププロロジジェェククトトチチーームム研研究究会会

近現代の東京には、伝統的な名所に加え、新しい名所が次々と誕生して人々をひきつけてきました。歴史上重
要とされる「史蹟」と、庶⺠生活の憩いの場「銭湯」は、ともに近現代の東京名所を考えるうえで重要です。近
代東京の「史蹟」はどのような社会背景のもとに選定され、保存されたのでしょうか。また、東京の庶⺠に⾝近
であった「銭湯」は、現代人の非⽇常的な贅沢空間として名所を獲得するのでしょうか。江⼾東京研究センター
の若手研究者の発表をもとに、近現代の東京の新たな名所形成の動きについて考えます。

22002200年年1100月月2244日日((土土))
1144時時~~1166時時3300分分
オオンンラライインンににてて開開催催
((オオンンラライインン会会議議シシスステテムムZZoooommをを使使用用ししまますす））

参参加加無無料料・・事事前前申申込込がが必必要要でですす
事事前前申申込込ははここちちらら
hhttttppss::////ffoorrmmss..ggllee//yyYYffEEQQGGSSzzHHVV33xx11WWii1188

１４：００～ 「近代東京における史蹟保存事業とその周辺」

齋藤智志（秋山庄太郎写真芸術館主任学芸員）

１５：１０～ 「ご近所のぜいたく空間“銭湯” ー現状と可能性ー」

栗生はるか（法政大学江戸東京研究センター客員研究員）

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ 米家志乃布（法政大学文学部教授）

岡村民夫（法政大学国際文化学部教授）

法政大学江戸東京研究センター
102-8160 東京都千代田区富士見2-17-1
Email：edotokyo-jimu@ml.hosei.ac.jp

お問い合せ

事前申込サイト
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「神谷博 法政大学退任記念特別講義」
特別講義

開催日：2020年11月11日
場所：千代田区立日比谷図書文化館
　　　日比谷コンベンションホール（大ホール）および中継

2020年11月11日（水）、「サバイバルエコロジー」と題し
て、神谷博法政大学退任記念「環境生態学」特別講義を行
いました。当初、3月8日に法政大学市谷田町校舎で開催予
定でしたが、新型コロナウイルスの影響で延期となっていまし
た。半年ほど先にはできるかと思っていましたが、大学施設
が使えない状況が続き、リモート講義を準備していました。し
かし、少人数でも会場で実施してほしいとの声もあり、リモー
トと併用で開催することにいたしました。
会場は千代田区立日比谷図書文化館の大ホールとし、207
名定員のところ、参加定員を50名にして開催いたしました。
会場側でも対策が施されていて、何とか無事終えることがで
きました。内容は3月企画に比べコンパクトにして、大学での
講義を主としてお話しました。初めのご挨拶と紹介は、陣内
秀信特任教授にお願いし、講義終了後には日本大学特任教
授の糸長浩司氏をゲストに迎え、コメントをいただき、陣内先
生を交えて3人で意見交換をいたしました。
ゲスト対談のテーマは「人新世を見据えて」としました。人の
サバイバルを生態学の視点から見てお話した内容を踏まえ
て、近未来に人はどう生きるか、語り合いました。難しいテー
マですが、陣内先生のテリトーリオ論と糸長先生のバイオ
リージョン論が重なり、将来の展望を垣間見ることができた
かと思います。　　　　　　　　　　　　　　   （神谷博）

2020年11月29日（日）、第11回外濠市民塾「『外濠
BAR』おぼんカウンター作成」を開催しました。第10回外濠
市民塾（2019年8月7日）以来、コロナ禍での活動見合わ
せを挟んで1年3ヶ月ぶりの開催となりました。今回は一般に
公開するイベントは見合わせ、感染対策を行った上で学生ス
タッフ（法政大学・東京理科大学・日本大学・東京都立大学）
と、三輪田学園の生徒さんによる内部活動として実施しまし
た（会場：Lowp（ロウプ））。
タイトルにある「おぼんカウンター」とは、外濠公園の柵にもた
れながら軽い飲食をするための木製の台のようなもので、使
用するときだけ柵にひっかけて使えるようになっています。こ
れらは学生が何度か試作した上で設計を行いました。今回
は三輪田学園の生徒さんに「おぼんカウンター」をペイントし
てもらい、さらに外濠公園のどこでこれを使うとよいかという
場所探索のフィールドワークを実施しました。
福井恒明・法政大学教授による開会挨拶のあと、学生スタッ
フによる進行説明を行い、３グループにわかれ、事前に学生
スタッフが作成した「おぼんカウンター」に思い思いのペイン
トを施しました。
きれいに塗られたカウンターを持って外濠公園にフィールド
ワークに向かい、どんな場所でカウンターを使いたいか、その
場所からどんな風景が見えるか、などを話し合いました。
会場に戻ってフィールドワークの結果報告を行い、外濠をど
のように使いこなしていきたいか、自由な意見交換を行いま
した。
最後に、吉田珠美・三輪田学園高等学校校長、高道昌志・東
京都立大学助教（エコ研客員研究員）、郷田桃代・東京理科
大学教授、福井恒明による挨拶で終了しました。（福井恒明）

「『外濠BAR』おぼんカウンター作成」
第11回外濠市民塾

開催日：2020年11月29日
場所：Lowp、外濠近辺

外濠公園で「おぼんカウンター」を使ってみるフィールドワーク
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「パブリックアートと東京」
シンポジウム

開催日：2020年11月28日
開催方法：オンライン開催

2020年度事業報告 シンポジウム・研究会

北川フラム氏は、パブリックアートのメッカ、ファーレ立川を企
画したアートディレクターであり、その後地域型芸術祭「大地
の芸術祭」（新潟越後妻有）や「瀬戸内国際芸術祭」などで
も総合企画を行っている。以下が基調講演の内容である。
米軍跡地が日本に返還され、パブリックな空間をどうするか
という大きな都市計画の試みの中で、立川駅の北側に11棟
のインテリジェント・ビルが建設される。そこにイベントを行う
場所をどう組み込んでいくかという企画のコンペがあった。そ
こで提案したパブリックアート群がファーレ立川で、1994年
に完成した。多様な価値観としてアートをここに設置すると
いうのが主目的であったが、街歩きとしての楽しさが味わえ
るような企画を心した。ここにファーレを守るファーレ倶楽部
という市民の会ができて、清掃をしてくれるし、毎年のように
様々なイベントも行うし、また学校も教育現場としてファーレ
を取り込むし、ということでファーレがコミュニティを形成する
一助となり、かつコミュニティに守られる存在となり、こういう
のがパブリックアートの役割であると考えている。
ただし、都市でのパブリックアートというのは、限界があると
考えている。それは都市が均質空間になってしまっているか
らであり、ここではもうパブリックアートを作り出すということ
がかなり厳しくなってしまっているのではないか、という思い
がある。それで、ここのところは、田舎でのパブリックアート企
画に力をいれるようになってきた。都市の均質空間や共通体
験のなさに代わって、田舎ではもうちょっと強い時間が流れ、
そこにさまざまなコミュニティの物語がある。例えば瀬戸内の
大島というところは、ハンセン病の病院と隔離施設があった
ところで、彼ら自身の体験を伝えるようなアート展示を行って
いる。そういうものを拾っていくことで、更に地域の壁を越え
たコミュニケーションが成立してくるのではないか。そしてさら
にアートがコミュニケーションを生み、人々をつなげていく力
をもつのではなかろうか。
例えば、地域的な生活格差があり、その間を大変車線の多
い高速道路が走っているというところがミネアポリスにあった
が、その間を人が2人やっとすれ違えるような歩道橋を作るこ
とをアーティストが提案した。この場所を通行する人は、対面
で来る人を無視できない。声をかけることで、両コミュニティ
の間に知り合いが増え、コミュニケーションが成立するように

なった。これなどはパブリックアートの傑作ではないだろうか。
　また、途上国の開発にもアートを利用しようという動きがあ
る。スリランカの東岸のいくつかの地域コミュニティを巻き込
むアートプロジェクトの公募が世界銀行によって進行中であ
る。やはり工場を作り続けるのではなく、第一次産業とか、育
児とか健康とかをベースにして開発も考えていこうということ
ではないかと思う。日常的自然というのを重視するのが氏の
立場である。
パブリックアートの作家（美術家、彫刻家）である高田洋一氏
の講演は、さまざまな作品を見せていただける楽しい講演で
あった。高田氏は、竹や和紙を素材として、空気の動きで微
妙な動きを見せる動くアートを制作していたが、やがて注文
に合わせて80年代の半ば頃から、公共空間にアートを提供
することを始めた。工業化社会の専門化、分業化の流れの中
で、それらをアートのモノづくりによって横につなぎ、日本の
工業技術に、改めて「クラフトマンシップを復権」させるという
野心を抱くに至り、パブリックアートの分野へ足を踏み出して
いった、と語る。建築家とのタイアップが欠かせず、さまざまな
建築条件をクリアしつつ、職人、工場、材料メーカー、構造設
計者、注文主、建築家、造園家などとのバトルを繰り広げな
がら完成に辿り着く醍醐味について熱く語る氏の表情は明る
く、実際の作業現場のビデオには喜びの笑顔があふれる。作
品は日本社会の実力の現れでもあるという。
藤井匡氏は、美術館の学芸員を務めた後、現在美大で彫刻
を中心に美術史・美術評論の研究を行っている。過去５０年
間に公共空間で行われた美術活動を、野外彫刻、パブリック
アート、アートプロジェクトという一連の流れとして考えるとい
う立場をとる氏の著作に『公共空間の美術』がある。パブリッ
クアートは主としてバブルの頃に都市の再開発が行われると
いう流れの中で都市のあちこちに作られていく。一方アート
プロジェクトはもっぱら21世紀になった頃から、疲弊する地
方の再生というテーマの中で生じているものであるが、そこで
はコミュニティという意味でのパブリックがもっと強調される
ようになっているのではないだろうか。アートとして、「場所の
美術／空間の美術」「やすらぎの美術／にぎわいの美術」と
いったコンセプトを通じての分析の後に、パブリックアートと
は、人々に愛されることが必要であるという結論に辿り着く。
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その点で北川氏の考えとも通底するところがあるのではなか
ろうか。八王子では駅周辺のパブリックアートを自発的に清
掃する市民集団ができているそうである。
本学キャリアデザイン学部で美術史とアートマネジメントを講
じている荒川裕子氏は、パブリックアートを巡る大学生参加
の授業の試みについての報告であった。学生アンケートに取
り組んだ実例から始めるが、学生にとってパブリックアートと
は、彼らにとっての関心を呼んだものである。おおよそ学生
の40％は知らないと答える。名前を挙げてもらった中には、
アートとしてどうか、というものも多く含まれる。たとえば、新
宿のLOVEとか神戸のBE KOBEなど、またパブリックアート
ブランドとしてよく知られた岡本太郎作太陽の塔といったも
のが出てくる。彼ら自身の心象風景なのだと思う。またその
意義を訊ねると、気軽に無料で楽しむことができるという答
が返ってくる。パブリックということに関しては、お上のするこ
とというよりは、公共の役に立つといったことを考えているよ
うだ。ただファーレ立川のことになるとあまり知らない学生が
多く、知るようになると好きになり、もっと他の人に伝える活
動をしたいということで、若手ミュージシャンにパブリックアー
トの前で演奏してもらい、ミュージックビデオとしてyoutube
で発信する試みを行った。また立川紹介のガイドマップを
作ったりもしている。パブリックアートを刺激としてゼミ活動が
広がっていた事例として紹介された。
パネリストからのコメントが入り、活発な討論が行われた。す
べて書き出すことはできないが、いくつかかいつまんであげ
ておきたい。岡村氏は、ファーレ立川と越後妻有の違いにつ
いて、妻有の方が、地形をうまく生かすことができているので
はないか、との指摘があった。岩佐氏からは、コロナ後のパブ
リックアートの可能性について質問が出た。北川氏はこの質
問に関してはネガティヴであった。というのはコロナ問題の評
価はコロナ終息後すぐには出ないから、ということである。ま
た岩井氏は、作家の仕事に大変興味をもち、パブリックアート
の制作には多くの人々が関わって、なかなか完成品からは分
からない協業努力の側面が大変興味深かったとコメントし
た。それぞれの講演者の制作現場や研究過程におけるコミュ
ニティとの関わりについての質問が出た。

（山本真鳥）
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江戸東京の「ユニークさ」を探るうえで国際的な比較が重要
であることは論をまたない。とりわけ、漢字漢文の文明を共
有し、文物の交流もさかんであった近隣各国の都と較べるこ
とで都市としての特徴がみえてくる。そう考えて企画したの
が朝鮮王朝時代の首府漢陽こと今日のソウルとの比較研究
である。本企画では学者柳得恭(1749～1807)が著した

『京都雜志』の「風俗」編を元に著された秦京煥『朝鮮の雑
誌―18～19世紀ソウル両班の趣向』（素々の本　2018
年）に即し、都市空間のなかでの生活文化がかいま見えそう
な4章を取りあげ、発表者でもあった金美眞・鄭敬珍両氏の
翻訳によって同時代の江戸との比較を試みた。多くの共通
点があることは企画段階で予想はしたが、想像以上の共通
点と、それゆえに際だつ両国の文化的志向の違いが浮かび
あがってきた。
発表の一つめは「演奏と踊り、そして芝居」の章に基づく、土
田牧子氏（共立女子大学）の「18世紀の江戸と漢陽におけ
る舞台芸能の諸要素」であった。音楽を中心に近世～近代
日本の芸能を見てこられた土田氏らしく、原書の記述、さら
に朝鮮の文献や絵画において芸能の様態や楽器をていねい
に推測し、その分析に基づいて、それらを広く、能狂言や民俗
芸能を含む日本の諸芸能と比較し、共通する要素を指摘さ
れた。宮廷か民間かという興行の場や背景の違いの大きさ
がある一方で、朝鮮で発達した獅子舞が、古く日本に伝来し
歌舞伎のなかで大きな発展を遂げたことが論じられた。また
共通して都市の芸能が地方の芸能と交流しながらそれを吸
収していくさまも窺えた。
ディスカッサントの山田恭子氏（近畿大学）からは、百済伝来
の獅子の展開について、大元の中国も含めた総合的な研究
が望まれること、さまざまな楽器や人形劇など諸芸能の詳細
についての見解が出された。
二つめの発表は「市場にはあらゆる食べ物と詐欺師、そし
て語り手」の章による金美眞氏（韓国国立芸術総合学校）の

「18－19世紀の漢陽と江戸の市場、その中を覗いてみる」
であった。近世日本の記録的な文献（随筆）を研究されてい
る金氏は、いずれの都市でも市場で各地の多彩な産物が売
られたさまが文献の記述や詩歌、絵画において描かれたこと
を多角的に提示された。都市の豊穣と繁華を描いて祝福す

るのは東アジアの都市表象の伝統であるなか、漢陽では店
舗に固有名詞が付されないのに対し、江戸では屋号や商標
が描きこまれる例が見られるという指摘もあった。一方、漢陽
の方には「語り手」（講釈師）とともに客引きや詐欺師の記述
もあるが、この点では江戸については今後の課題とされた。

［とはいえ、実際江戸の都市風俗の記述にはあまり見られ
ない類の記述か。比較によってそれぞれにおいて、実際には
あっても描かれなかったものも見えてくる。］
ディスカッサントの金谷匡高氏（法政大学）からは、このあと
近代以降の政策的な背景に由来する農産物をめぐる状況の
変化と市場の移転についての紹介、さらに表の大通りと市場
の位置関係について、江戸東京では市場が一本裏に展開す
るのに対して、漢陽では表通りに店舗が並んでいることが興
味深いという指摘があった。
三つめの発表は「花を育て、木を植える」の章による、市川寛
明氏（江戸東京博物館）の「園芸文化で比較する漢陽と江
戸」であった。かつて大規模な「江戸の園芸」展を企画・担当
され、また漢陽の文人の生活を紹介する展示にも関わられ
た経験をふまえ、両都市においてこの時代に文化として庭園
造りや花卉園芸が盛んに行われたことが共通し、その商品
化や温室栽培の技術の発達がともに見られることを論じら
れた。一方で、菊や梅といった中国由来の正統的な文人文
化のなかで愛された花に対して、俗化を忌避した朝鮮に対し
て、日本では接ぎ木や形作りによってそこから大きく逸脱して
いくという傾向の違いが指摘された。
　ディスカッサントの横山泰子氏（法政大学）からは李御寧

『「縮み」志向の日本人』（1982）をふまえた質問があっ
た。自然に人為的に手を加えて享受する日本文化に対して、
韓国や中国では自然のままを愛するという美学の相違があ
るとする同書の所論との関わりについての問いで、市川氏か
らそれに合致する例として日本の庭園における縮景が挙げ
られた。
四つめは「花見はここで」の章をもとに鄭敬珍氏（檀国大学
校）が「江戸、漢陽にみる花見と遊山」と題して報告された。
漢陽では桃や杏、ツツジ、柳、蓮をはじめとする四季折々の花
や樹木が都城の周縁領域で楽しまれ、それらを詩に詠むこと
がさかんに行われ、桜とともにそれらも含め江戸東京でも、

「漢陽と江戸東京　それぞれの暮らし」
シンポジウム

開催日：2021年2月20日
開催方法：オンライン開催

2020年度事業報告 シンポジウム・研究会
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花見の行為としては同様である。日韓の文人文化比較を専
門とする鄭氏は、両国の状況をふまえつつ、宗教色や政治色
の濃淡においては相違が見え、とりわけ自然の側に赴こうと
する朝鮮の文化と、自然を日常の側に取りこもうとする日本
の文化という対照が見られることを論じられた。
ディスカッサントの高村雅彦氏（法政大学）からは、城壁の外
側に花の名所が形成された漢陽に対して、江戸では町奉行
支配域を示す墨引きと、広義の府内「大江戸」を表す朱引き
の間に多くが設けられ、狭義の市中外にあるという共通点を
指摘された。さらに北京や蘇州などの中国の例をもふまえ、
江戸の場合はそのような地が聖俗の境界域に相当し、花見
の場がそこにあるのが一つの特徴で、それぞれに誰がなんの
ために整備したのかその意図を考えてよいという指摘があっ
た。
最後の総合討論は、依頼していたお二人から、コメントをい
ただいて時間切れとなった。染谷智幸氏(茨城キリスト教大
学)からは、まず、横山氏のコメントや鄭氏の発表を受けて、
李御寧著の指摘した自然への向き合い方について実感とし
てはわかるが、今後の課題として実際、どこまで検証できるの
かを考えるべきことが指摘された。また庭園について東アジ
ア的視点で果樹園・菜園から鑑賞のための庭園へと発展す
るという流れのなかでみることの提案もあった。さらに全体を
通して、中国や韓国の知識人には「玩物喪志」を忌む思想性
があるのに対して、日本では「志」「実」をどこまで重んじたの
かという問題提起もあった。朝鮮通信使と日本の文人が自
国の金剛山・富士山をどう称揚したかについての論文を例
に、思想性か視覚的な美か、自然をめぐる評価の観点の違
いについても朱子学の影響論で片付けることなく考えるべき
だという提言である。
田中優子氏（法政大学）は、李御寧著、鄭氏の発表のまとめ
をうけ、自然を取りこむのか（日）・自然の側へ出かけていく
のか（朝）という違いは今日の全体に関わる視角としてその
重要性を強調された。日本では芝居町が人工的に作り込ま
れ、園芸が本草という実用から独立し美的な面に特化した
こともこれと通底する問題として指摘された。市場について
は、空間を文字で表す『文選』都市賦から今日俎上に載せた

『京都雑誌』、また『江戸繁昌記』に至る系統と、モノをリス

ト化して行く『本朝食鑑』などの図鑑類の系統が、両者とも
中国に由来して行われ続け、絵画でも都市図と、各地を名所
として要素化するものとがあり、それぞれにおいて比較文化
史が可能となるという指摘がなされた。さらに文化や生活の

「治め方」について、根本に儒教的思想があるというだけで
終わらせることなく、それぞれがどんな手際で価値観を変容
しつつ世を治めたかを考える必要性を唱え、本日の結びとさ
れた。
最後に、企画者として、末筆ながら、すべての登壇者はもとよ
り、秦京煥『朝鮮の雑誌―18～19世紀ソウル両班の趣向』

（素々の本　2018年）をご推薦くださった鄭炳説氏（ソウ
ル大学校）、また本企画を歓迎してくださった原著者の秦京
煥氏に心よりの感謝を表したい。

（小林ふみ子）
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「江戸東京アトラス」プロジェクトでは「名所の変遷から江戸
東京の基層を探る」をテーマとし、デザイン工学部の福井恒
明教授と文学部の米家志乃布教授の研究室協働による江
戸東京アトラスの作成を行っています。昨年度までは、「江戸
東京の「ユニークさ」」プロジェクトの活動の一環として行って
いましたが、2020年度より独立したプロジェクトとして活動
しています。2020年11月25日には途中経過の打ち合わ
せ会を少人数によるリモートと対面の組み合わせを用いて行
いましたが、年度末に開催した本ワークショップはコロナ禍に
よる緊急事態宣言下でのフルリモート開催となりました。
高村雅彦教授（本研究センター長）による開会の挨拶のあ
と、まずプロジェクトリーダーの福井教授より本プロジェクト
の趣旨、本日のワークショップに至るまでの経過報告につい
ての説明がありました。今年度はほぼリモートでの作業に
なっていることも報告されました。次に、米家教授による『名
所江戸百景』（以下、『江戸百』）と『新撰東京名所図会』

（以下、『新撰』）の２つのコンテンツの資料解題が続きまし
た。そこでは、各資料の概要と研究目的、それに基づいた主
題図の作成方法が説明されました。
ワークショップの発表のメインは、２つの学生グループによる
それぞれのコンテンツに関する作業経過報告です。最初は、
デザイン工学部景観研究室のメンバーによる発表が行われ
ました。「名所江戸百景にみる江戸の周縁領域」と題し、『江
戸百』に描かれた江戸の領域の推定を行い、それを地図化
する試みです。
従来の研究では、浮世絵のなかの山や河川、橋などの「図」
的な地物の言及にとどまっていましたが、本報告で注目した
ものは「地」的な風景でした。具体的には、119枚の浮世絵
のなかから周縁部を描いたサンプル23枚を選び、農地、広
野や森林など今まで広重の『江戸百』研究では注目されたこ
とのない、中景にあたる部分が、実際にどの対象を描いてい
るのかを地図上で特定する作業を行い、それを地図化してい
く作業です。
ワークショップ当日は、作業結果の一例として「目黒新富士」
の中景における建物や森林の位置、視野角や領域の特定が
行われ、そのデータをもとにGISで地図化されたものが提示
されました。また、23枚すべてにわたって推定した領域を色

分けして地図上にのせて表現した図、さらに視点場・視対象
のプロット図も紹介されました。
この作業を踏まえて、江戸全体の空間認識構造が、江戸中
心部と墨引・朱引周辺部と周縁部の3層構造になっているこ
とも地図上に表現されました。さらに江戸周縁部への認識距
離を示した地図、富士山や筑波山など遠景の認識を示した
地図も提示されました。今回は主に周縁部を描いた浮世絵
を選びましたが、今後は江戸中心部を視点場とするものも分
析に加え、これらの主題図を完成させていくことが課題とな
るでしょう。

次に、文学部地理学科3年生グループによる「新撰東京名所
図会にみる『新景』東京と『旧観』江戸」という発表が行われ
ました。『新撰』に取り上げられた東京市15区における名所
をプロットし、その分類や画像の特徴を地図化する試みです。
まず名所の分類を行い、大分類別にその分布と特徴を示し
ました。作業は、まず名所を焼く150種類ほどの小分類にわ
け、そのあと６つの分類に分けます。大分類は「天皇・華族」

「官」「民」「構造物・公共空間」「地形・自然」「江戸」です。

「江戸東京アトラス研究ワークショップ」
研究会

開催日：2021年2月28日
開催方法：オンライン開催

2020年度事業報告 シンポジウム・研究会

江戸東京アトラスプロジェクト
名所江戸百景にみる江戸の周縁領域

2021/2/28

相澤航平 加計幸陽 堀越義人 藤田景
志村遥奈 阿部遼磨 田邉喬太 増田政弘

法政大学景観研究室

新新撰撰東東京京名名所所図図会会ににみみるる
「「新新景景」」東東京京とと「「旧旧観観」」江江戸戸

江江戸戸東東京京アアトトララススププロロジジェェククトト

名名所所のの変変遷遷かからら江江戸戸東東京京のの基基層層をを探探るる

米米家家ゼゼミミ3年年生生ググルルーーププ
鈴鈴木木康康太太郎郎・・松松田田祐祐也也・・高高野野陽陽翔翔・・本本村村知知之之・・

品品川川勇勇翔翔・・佐佐久久間間紗紗月月

2021.02.28

大大日日本本東東京京全全景景之之図図(1907)
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江⼾東京アトラスプロジェクト
としての取り組み
• テーマ「名所の変遷から江⼾東京の基層を探る」
• EToSの分野横断性を活かす
⽂献史学／⼈⽂地理学／都市史／デザイン
地図を共通プラットホームとして語る
• 名所本
• 江⼾名所図会（⻫藤⽉岑 ⻑⾕川雪旦 画，1834-6）
• 名所江⼾百景（歌川広重 1856-8）
• 新撰東京名所図会
（⾵俗画報臨時増刊 M29-44（1896-1911））
• 偉⼈の俤（⼆六新報社，S3（1928））

2020年度の
中⼼的作業

地図表現して⾒えてくるものはかなり多い

趣旨説明（福井恒明）より

この分類別の名所分布で東京市15区全体におけるそれぞ
れの傾向を把握しました。
次に掲載されている画像種類別に名所の分布を示しました。
画像種類は、江戸名所図会の挿絵、山本松谷による石版画、
写真の3種類です。また、これら３つの画像が揃った名所は
13か所あり、そのうちの4か所（市ヶ谷八幡宮・浅草広小路・
護国寺・神田神社）が事例として紹介されました。これにより、

『新撰』において「新景」東京と「旧観」江戸が視覚的に大き
な効果をもって表現されていることがよくわかります。
最後にモダニティ表象としての東京名所の例として、学校・路
面電車・橋・洋風建築が事例として取り上げられました。特に
学校に関しては、東京市15区において名所として取り上げ
られている学校を公立・私立、小中高で分類し、学校分類の
パイチャート図で地図表現しました。このように、『新撰』に掲
載された名所別に主題図を作成していき、地域的な特徴を
考察することも今後の作業課題としてあげられます。
東京名所全体の分布としては、どこかの地域に大きな偏りや
集中があるというよりは、様々な名所が混在しているという特
徴です。ただし、名所分類で見てみるとおおよその傾向はあ
り、多様性が特徴と言いつつもモザイク的な分布を示してい
ます。この要因としては、歴史的な地域性との関連で述べる
ことができるといえるでしょう。今回対象とした東京市15区
だけでなく、その近郊や公園の部などのデータも付け加えて、
さらにアトラスのための主題図作成について考えていく必要
があります。
以上、２つの学生グループの作業報告をもとに、ディスカッ
ションの論点は多岐にわたりました。『江戸百』『新撰』それ
ぞれのコンテンツの内容に関わる点、「江戸東京」として共通
の問題となる点、地図表現に関わる改善点、デジタルアトラ
スとしての課題など、活発な意見交換がなされました。最後
は、本プロジェクトのスーパーバイザーでもある法政大学総
長の田中優子教授による「まとめ」で、ワークショップは閉会し
ました。ワークショップ終了後も、Zoom上では教員と学生達
の雑談が続き、全体を通して、和気あいあいとした楽しい会
だったと思います。
今回は、「江戸東京アトラス」プロジェクトのワークショップで
はあるものの、その枠組みを大きく超えて、江戸東京をどのよ

うな切り口で考えるのか、名所を通した江戸東京の構造とは
何か、地図をプラットフォームとした江戸東京研究の新しい
方向性にまで議論が展開しました。対面での開催ができず、
ワークショップならではの現場でやりとりする高揚感が体験
できないのではないか、という大きな不安はありました。しか
し、Zoom会議でも十分な成果を得られたこと、そして、この
ようにざっくばらんに皆でディスカッションする場が重要であ
ることを改めて認識した機会でもありました。
参加者は、総長やセンター長をはじめ学内の兼担研究員10
名、大学院生９名、学部生８名、事務局１名の合計28名でし
た。参加者の皆様には、日曜日にもかかわらずZoom会議に
ご参加いただきまして、大変多くの成果を得ることができまし
た。前向きで有益なアドバイスをいただきました教員の皆様、
そしてリモート中心での困難な作業やワークショップ準備、当
日の運営に参加してくださった学生・院生の皆様に心より感
謝いたします。　

（米家志乃布）
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2020年度事業報告 学内外・地域活動

11月17日(火)、課外教養プログラム「先人は凄かった！総
長と学ぶ江戸ロジー」を実施しました。
このプログラムは現代の環境問題について、江戸時代の環
境へ取り組みから解決策を考える企画です。講師の田中優
子総長に江戸時代の人の取り組みを紹介していただきまし
た。また、このプログラムは大学の教室で行われました。今年
は多くの授業がオンラインになり、学生はキャンパスに足を運
ぶ機会が減りました。その中でも対面授業ならではの雰囲気
を感じてもらうために、検温や手指の消毒はもちろん，ビニー
ル手袋やフェイスシールドを使ってカルタ形式のワークも実施
し，対面でしかできない企画になりました。
当プログラムは、はじめに、江戸時代にはどのように循環さ
れていたのか、人々のものを大切にする価値観について講義
していただきました。着物の洗いはぎの話や行灯の話を通し
て、江戸時代の人々を取り巻く環境・社会についての理解が
深まりました。
プログラムの中盤、学生スタッフが現代の環境問題について
の取り組みや課題について紹介し、それに対する詳しい解説
を総長にお話していただきました。江戸時代と比較しながら
現代の環境問題への取り組みを理解することができました。
プログラムの終盤では、ディスカッション形式で講義の内容を
踏まえて現代の環境問題への対策を議論し発表しました。ど
のグループもユニークなアイデアを出しており、学んだことを
生かせていました。それに対して総長から丁寧なコメントをい
ただき、各々の意見について深く考えることができました。
コロナ禍で学生生活も変わり，多くの学生が先の分からない
不安に苛まれています。その中でも自分たちの生活をより良
くしたいという向上心のもと，環境問題にも目を向け、自分の
できることから取り組んでいただければ幸いです。

吉村秀斗（法学部政治学科2年）

「先人は凄かった！総長と学ぶ江戸ロジー」
課外教養プログラム

開催日：2020年11月17日
場所：法政大学市ヶ谷キャンパス

上：かるたの様子。コロナ対策を万全にして行いました。
中上：各グループでゴミを減らすにはどのような取り組みをすれば良いか？について考
えました。
中下：グループワークの後には総長からフィードバックを頂きました。
下：集合写真。学生達にとって貴重な経験になりました。
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江戸東京研究センター(EToS)のブランディング事業は、
個々人の研究の推進や外部との連携だけでなく、学生を中
心とする学内への周知とその魅力的な世界への誘導、いわ
ゆるインナープランディングが欠かせない。このことは、将来
の江戸東京に関わる研究者や社会人の育成という意味でも
重要なミッションである。そこで、デザイン工学部では、学部2
年生が主体となり、修士課程の大学院生がアドバイザーとな
りながら、自分たちの視点で、「新しい東京の地図」をつくる
という演習の講義を行っている。
東京を歩けば、個々の場所の独自性が実に多様であること
がわかる。しかしながら、自分自身が物を見て判断するため
の「モノサシ」を各自がもっていなければ、何を見て、どのよ
うに評価するのかがわからない。この講義では、東京をテ マ
に、自分自身が興味をもったまちや建築、地域、空間を選び
出し、その特徴を読み解いて、それをマップ化することにより、
その「モノサシ」を各自が身に付けることを目的としている。
同時に、東京のさまざまな地域の多様な資産を掘り起こし、
そこに光を当てて価値付けて提示する作業 でもある。作品の
詳細はホームページをご覧いただきたい。   　   

（高村雅彦）

「東京MAP」の作成
講義

本講義は、学生を中心とする学内のブランディング事業、つ
まりインナーブランディングの活動である。デザイン工学部建
築学科では、学部3年生に演習講義名「フィールドワーク（建
築）」を設けている。学生たちが主体的に東京のまちに出て、
おもしろそうなもの、価値のありそうなものを見つけ出し、実
際のフィールドを通して都市や建築の歴史を考えていくので
ある。具体的には、地図やさまざまな史料を使いながら歴史
的なまちの分析、あるいは住宅などの建物の実測調査と作
図を行う。こうした作業を通じて、単に分析方法や実測の知
識を身に付けるだけでなく、都市や建築の歴史的価値を見出
し、その保存や再生がいかに創造的な行為であるかを理解
することが目的となる。その詳細は、ホームページをご覧いた
だきたい。　　　　   　　　　　 　

（高村雅彦、高道昌志）

「フィールドワーク」
講義

デザイン工学研究科建築学専攻の院生を中心に、東京の水
辺を対象に、その土地や建築、人々の営みを歴史的に解読
し、その価値を発掘して、そこからさらに水とまち、人の関係
を復元しながら新たなデザインの提示に至るまでを目指した 
プロジェクトを実施し、毎年報告書を発行している。テーマの
発想やプロジェクトの推進は、東京スリバチ学会会長の皆川
典久氏が中心的に担い、当センターにとって強力なサポート
を得ることができている。

（高村雅彦、皆川典久）

「東京発掘プロジェクト　水辺編」
プロジェクト

江戸東京研究センタ（EToS)におけるインナーブランディン
グを推進するために、東京のまちを対象に、街区、敷地、建築
レベルで、江戸から明治、現代に沿ってその空間の変化を各
時代の地図から考察する講義「都市史」を設けた。今、歴史
的な都市や建築の多様な対象にあって、現代都市との関係
をいかに解読し再構築するかが求められている。本講義で
は、デザイン工学部建築学科の学部3年が主体となり、修士
課程の大学院生がアドバイザーとなって、興味のある場所を
自分たちで設定する。建築と都市の歴史の相互の関係を読
み解く方法を身に付け、地図作業と実際のフィールドを方法
として、その特質を表現する過程と技術を習得しながら、東
京の新たな姿を創造するための基盤となる作業である。作
品の詳細は、ホームページをご覧いただきたい。

（高村雅彦）

「都市史」
講義
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2020年度事業報告 著書・論文・その他

著書・報告書

EToS 著書

書名：【EToS叢書２】『風土(Fudo)から江戸東京へ』
著者名：安孫子信（監修）
出版社：法政大学出版局
発行年月：2020年3月

論文標題：「序―なぜ風土(Fudo)なのか」
著者名：安孫子信
論文標題：「和辻哲郎にとっての東京―田舎あるいは古代という対立軸
から」
著者名：衣笠正晃
論文標題：「文化的景観と風土、その担い手」
著者名：福井恒明
論文標題：「水性の東京―映画に対する風土学の試み」
著者名：クレリア・ゼルニック／岡村民夫訳
論文標題：「総括―風土(Fudo)と「珍しさ」の諸相」
著者名：陣内秀信

書名：『好古趣味の歴史　江戸東京からたどる』
編者名：小林ふみ子、中丸宣明（編）
出版社：文学通信
発行年月：2020年6月

論文標題：「江戸の歴史のたどり方─考証の先達、瀬名貞雄・大久保忠
寄と大田南畝」
著者名：小林ふみ子
論文標題：「風俗を記録する意図─雑芸能者たちの〈江戸〉」
著者名：小林ふみ子
論文標題：「受け継がれた江戸─高畠藍泉の考証随筆」
著者名：中丸宣明
論文標題：「あとがき」
著者名：中丸宣明

EToS 報告書

報告書名：【EToS報告書6】「テクノロジーと東京」
編者名：山本真鳥
出版社：法政大学江戸東京研究センター
発行年月：2020年3月

論文標題：「交通体系の変化と東京の都市構造の変容」
著者名：陣内秀信
論文標題：「効率の最大化によって変質する都市空間」
著者名：岩佐明彦
論文標題：「やわらかい都市のテクノロジー」
著者名：北山恒
論文標題：「失われた場所、失われた時間」
著者名：高村雅彦

報告書名：シンポジウム「地域から外濠の再生を考える」
著者名：外濠再生懇談会、法政大学江戸東京研究センター、法政大学エコ地
域デザイン研究センター、東京理科大学外濠および神楽坂地域調査研究推
進室
発行年月：2020年3月

標題・発表者名：「趣旨説明」陣内秀信
標題・発表者名：「外濠文化の可能性」田中優子

標題・発表者名：「外濠再生憲章について」福井恒明
資料標題：「都知事への提言実施と東京都「未来の東京」戦略ビジョンへ
の反映」
資料標題：「外濠・日本橋川の水質浄化と玉川上水・分水網の保全再生
について（提言）」

報告書名：【EToS報告書】「東京発掘プロジェクト　水辺編Ⅱ」
監修：高村雅彦・皆川典久
出版社：法政大学江戸東京研究センター
発行年月：2020年4月

報告書名：【EToS制作物】「水都江戸の基層・中世武蔵国絵図」
著者名：江戸東京研究センター「水都ー基層構造」プロジェクトチーム・神谷
博
出版社：法政大学江戸東京研究センター
発行年月：2020年7月

著書

書名：『江戸とアバター　私たちの内なるダイバーシティ』
著者名：田中優子、池上英子
出版社：朝日新聞出版
発行年月：2020年3月

書名：『日本思想史事典』
著者名：小林ふみ子（項目執筆）
標題：「戯作の世界」
発行：丸善出版
発行年月：2020年4月

書名：『イタリアの中世都市―アゾロの都市から領域まで』伊藤毅（編）
著者名：陣内秀信（分担執筆）
論文表題：「ヴェネト州の都市と地域の空間構造―地形と河川からの視点を
中心として」
出版者：鹿島出版会
発行年月：2020年4月

書名：『島原よろずまち湧水散策』
著者名：島原中心市街地街づくり推進協議会
図面・資料・文章提供：高村雅彦
出版社：島原中心市街地街づくり推進協議会
発行年月：2020年5月

書名：『奇跡の住宅　旧渡辺甚吉邸と室内装飾』
著者名：栗生はるか、金谷匡高、他（共著）旧渡辺甚吉邸サポーターズ（監修）
出版社：LIXIL出版
発行年月：2020年6月

書名：『現代フランス哲学入門』川口茂雄・越門勝彦・三宅岳史（編）
著者名：安孫子信（分担執筆）
出版社：ミネルヴァ書房
発行年月：2020年7月
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論文・学会発表・作品

書名：『水都東京―地形と歴史から読みとく下町・山の手・郊外』
著者名：陣内秀信
出版社：筑摩書房
発行年月：2020年10月

書名：『苦海・浄土・日本 石牟礼道子 もだえ神の精神』
著者名：田中優子
出版社：集英社
発行年月：2020年12月

書名：『宮沢賢治論　心象の大地へ』
著者名：岡村民夫
出版社：七月社
発行年月：2020年12月

書名：『江戸問答』
著者名：田中優子・松岡正剛
出版社：岩波書店
発行年月：2021年1月

書名：『都市科学事典』
著者名：北山恒（分担執筆）
出版社：春風社
発行年月：2021年2月

書名：『国絵図読解事典』小野寺淳、平井松午（編）
著者名：米家志乃布（分担執筆）
論文表題：「22　蝦夷地像の変遷と蝦夷図」
出版社：創元社
発行年月：2021年2月

論文

論文標題：「フォーラム 近代の名所図会にみる江戸イメージ」
著者名：米家 志乃布
雑誌名：法政地理 (52), 109-124
発行年月：2020年3月

論文標題：「江戸町方における火の見櫓の建設と御鷹御用－牛込揚場町を
事例として－」
著者名：根崎光男
雑誌名：人間環境論集　第20巻第２号
発表年月：2020年3月23日

論文標題：「置屋根が冬の室内環境に与える影響について」
著者名：金田正夫・出口清孝
雑誌名：民俗建築 第157号
発表年月：2020年5月30日

論文標題：「街づくり、景観と都市デザイン」
著者名：高見公雄
雑誌名：新都市 令和２年６月号
発表年月：2020年6月

論文標題：「分散型仮設団地と被災者の継続居住―熊本県嘉島町をケース
スタディとして」
著者名：冨安亮輔, 岩佐明彦
雑誌名：日本建築学会技術報告集 第63号
発表年月：2020年6月

論文標題：「横浜都市デザイン概観」
著者名：北山恒
雑誌名：都市美第2巻
発表年月：2020年6月

論文標題：「竜と詩人」小論—詩から「設計」への転回を海蝕洞窟に見る」
著者名：岡村民夫
雑誌名：賢治学 第7輯
発表年月：2020年6月

論文標題：「文京建築会ユースの取り組み」
著者名：栗生はるか
雑誌名：建築士 Vol.69, No. 814
発表年月：2020年7月

論文標題：「戦後住宅クロニクル」
著者名：北山恒
雑誌名：建築ジャーナル No.1306
発表年月： 2020年7月

論文標題：「東京２０２０の「いままで」と「これから」のまちづくり」
著者名：陣内秀信
雑誌名：建築士 Vol.69, No.814
発表年月： 2020年7月
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論文標題：「徳川御殿の時期区分試論ー将軍の鷹狩りを中心にー」
著者名：根崎光男
雑誌名：人間環境論集（法政大学人間環境学会）
巻号：２１(１）
発行年月：2020年10月31日

論文標題：「明治以降の近代化に伴う公共空間の変遷－上野公園に関する
新聞記事の考察－」
著者名：増田政弘、福井恒明
雑誌名：景観・デザイン研究講演集
巻号：16
発行年月：2020年12月

論文標題：「水害リスク地域における市街地の展開過程とその要因」
著者名：阿部遼磨，福井恒明
雑誌名：景観・デザイン研究講演集
巻号：16
発行年月：2020年12月

論文標題：「千代田区を対象とした古写真のアーカイブ化」
著者名：藤田景、福井恒明
雑誌名：景観・デザイン研究講演集
巻号：16
発行年月：2020年12月

論文標題：「『婦人之友』誌にみる住まい方と価値観の変遷」
著者名：増渕実希、荻原知子、福井恒明
雑誌名：景観・デザイン研究講演集
巻号：16
発行年月：2020年12月

論文標題：「川と地域が一体となったまちづくり推進における かわまちづくり
支援制度の寄与」
著者名：堀越義人、福井恒明
雑誌名：第62回土木計画学研究・講演集（CD-ROM）
巻号：62
発行年月：2020年

論文標題：「観光考古学への期待」
著者名：福井恒明
雑誌名：観光と考古学
巻号：1
発行年月：2020年

論文標題：「四方赤良こと大田南畝判『狂歌角力草』稿本解題・翻刻」
著者名：小林ふみ子
雑誌名：法政大学文学部紀要
巻号：81
発行年月：2020年

査読付論文

論文標題：The locus of my study of Tokyo: From building typology 
to spatial anthropology and eco-history

著者名：陣内秀信
雑誌名：Japan Architectural Review－International Journal of 
Japan Architectural Review for Engineering and Design 
巻号：Volume3, Issue3
発行年月：2020年７月

論文標題：「鎌倉南北朝期の雲版と禅院・律院」
著者名：大塚 紀弘
雑誌名：日本宗教文化史研究 = The Journal of Japanese religious 
and cultural history 
巻号：24(2)
発行年月：2020年11月

論文標題：「「対話」は事業参加の場―ダム建設事業に見る合意形成の条件
―」
著者名：長谷部 俊治
雑誌名：土木学会誌
巻号：Vol.105 No. 3
発行年月：2020年3月

論 文 標 題：T h e  C a r t o g r a p h i c  H e r i t a g e  o f  T o k y o :  T h e 
Representation of Urban Landscapes on Maps from the 
Seventeenth to Nineteenth Centuries
著者名：Shinobu Komeie 
雑誌名：Journal of Research and Didactics in Geography(Italian 
Association of Geography Teachers) 
巻号：2
発行年月：2020年12月

論文標題：「南畝の狂歌の評価軸」
著者名：小林ふみ子
雑誌名：近世文藝
巻号：113
発行年月：2021年1月

学会発表

発表標題：「広州における建国前後の都市計画と住宅地の変遷－東アジア都
市の近現代における住宅地形成と集合住宅に関する研究 その5」
発表者名：邵 帥、高村 雅彦
学会等名：日本建築学会大会学術講演梗概集（関東） 
発表場所：オンライン
発表年月：2020年9月

学会発表（招待講演・国際学会）

発表標題：「文京建築会ユースの取り組み」
発表者名：栗生はるか
学会等名：日本建築士会連合会　第28回まちづくり会議
発表場所：笹川記念会館
発表年月： 2020年1月

発表標題：Maintenance and succession of “regional ecosystems”– 
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examples of public bath,“sento” in Tokyo
発表者名：栗生はるか
学会等名：Tokyo and Venice as Cities on Water :Past Memories 
and Future Perspectives
発表場所：Ca' Foscari University of Venice
発表年月：2020年1月

発表表題：Descriptions forming Memories :  The History of 
Geographic Records of Edo-Tokyo and water
発表者名：小林ふみ子
学会等名：Tokyo and Venice as Cities on Water :Past Memories 
and Future Perspectives
発表場所：Ca' Foscari University of Venice
発表年月：2020年1月

発表表題：Mapping Tokyo: Cartography and the Representation 
of the Capital of Japan in the 20th Century
発表者名：米家志乃布
学会等名：Tokyo and Venice as Cities on Water :Past Memories 
and Future Perspectives
発表場所：Ca' Foscari University of Venice
発表年月：2020年1月

発表表題：Process of Regeneration of Water City in Tokyo and its 
Future Vision
発表者名：陣内秀信
学会等名：Tokyo and Venice as Cities on Water :Past Memories 
and Future Perspectives
発表場所：Ca' Foscari University of Venice
発表年月：2020年1月

発表表題：Appropriate Range of the City in Edo-Tokyo provided 
by the Historical Sacred Place of the Water
発表者名：高村雅彦
学会等名：Tokyo and Venice as Cities on Water :Past Memories 
and Future Perspectives
発表場所：Ca' Foscari University of Venice
発表年月：2020年1月

発表表題：Waterside Culture in Edo（江戸の水辺文化）
発表者名：田中優子
学会等名：Tokyo and Venice as Cities on Water :Past Memories 
and Future Perspectives
発表場所：Ca' Foscari University of Venice
発表年月：2020年1月

発表表題：Attempt of conservation and restoration of cultural 
landscape in Tokyo - Case of Edo castle outer moats and 
Katsushika-Shibamata temple town
発表者名：福井恒明
学会等名：Tokyo and Venice as Cities on Water :Past Memories 
and Future Perspectives
発表場所：Ca' Foscari University of Venice
発表年月：2020年1月

発表表題：The Beginning and the Present Condition of Collective 
Housing in Tokyo:  Center-Periphery, Inland-Waterfront
発表者名：渡辺真理＋木下庸子
学会等名：Tokyo and Venice as Cities on Water :Past Memories 
and Future Perspectives.
発表場所：Ca’Foscari University of Venice
発表年月：2020年1月

発表表題：「将軍の鷹狩と御殿」
発表者名：根崎光男
学会等名：江戸遺跡研究会第32回大会・徳川御殿の考古学
発表場所：駒沢大学駒沢キャンパス２号館
発表年月：2020年2月

発表標題：「徳川将軍の鷹狩りと鷹場」
発表者名：根崎光男
学会等名：第３回東アジア都市史学会学術大会法政大学（オンライン開催）
発表年月：2020年10月17日

発表標題：「水都東京―＜水＞から読みとく都市・自然・人間のむすびつき」
発表者名：陣内秀信
学会等名：第三回東アジア都市史学会学術大会
発表年月：2020年10月

発表標題：「東京に秘められた水都としての可能性」
発表者名：陣内秀信
学会等名：江戸東京歴史文化ルネッサンス設立3周年記念シンポジウム
発表年月：2020年10月
発表標題：「都市の歴史と保存活用の考え方―日本とアジアを例に―」
発表者名：高村 雅彦
学会等名：飯田アカデミア（飯田市歴史研究所） 
発表場所：オンライン開催
発表年月：2020 年 10月

発表標題：The Mediator of " immigration citizens": A study on 
the history of Asian modern cities and architecture from the 
viewpoint of the Resident-style immigration
発表者名：BAO Muping, TAKAMURA Masahiko
学会等名：The 3rd international conference of the East-Asian 
Society for Urban History（オンライン開催）
発表年月：2020年10月17日

発表標題：「大衆化のなかの国文学／国文学界――戦前・戦後の連続性か
ら考える」
発表者名：衣笠正晃
学会等名：昭和文学会秋季大会（オンライン開催）
発表年月：2020年11月7日

発表標題：Riqualificazione e rivitalizazione dei centri storici e 
territori storici negli anni ricenti in Giappone
発表者：Hidenobu Jinnai
学会等名：Convegno internazionale di ANCSA (イタリア/全国歴史芸
術都市保存協会の創立60周年記念大会）Italy/ Gubbio(オンライン開催)
発表年月：2020年12月
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発表標題：I ventennali risultati di un progetto di ricerca :dal centro 
storico di Amalfi alla Costiera Amalfitana
発表者：Hidenobu Jinnai
学会等名：Convegno di studi:Le ‘Città dell’acqua’ sulle Coste 
d’Amalfi e Venezia. Valori, immagine, progetto, Amalfi.
発表年月：2020年12月

著作について書かれた書評

評者名：岩田秀行
媒体名：日本文学誌要
書評掲載年月：2020年3月
対象著書（著者）：『へんちくりん江戸挿絵本』（小林ふみ子、集英社インター
ナショナル、2019年3月）

評者名：高道昌志
媒体名：白山史学 (56)
書評掲載年月：2020年3月
対象著書（著者）：『江戸の都市化と公共空間』（松本剣志郎、塙書房、
2019年2月）

評者名：角和裕子
媒体名：日本歴史 (863)
書評掲載年月：2020年4月
対象著書（著者）：『江戸の都市化と公共空間』（松本剣志郎、塙書房、
2019年2月）

評者名：渡辺浩一
媒体名：歴史評論 = Historical journal (844)
書評掲載年月：2020年8月
対象著書（著者）：『江戸の都市化と公共空間』（松本剣志郎、塙書房、
2019年2月）

評者名：助川幸逸郎
媒体名：図書新聞
書評掲載年月：2020年10月17日
対象著書（著者）：『好古趣味の歴史　江戸東京からたどる』（法政大学江戸
東京センター・小林ふみ子・中丸宣明編、文学通信、2020年6月）

評者名：松原隆一郎
媒体名：毎日新聞
書評掲載年月：2020年11月14日
対象著書（著者）：『水都東京―地形と歴史で読み解く下町・山の手・郊外』

（陣内秀信、筑摩書房、2020年11月）

評者名：橋爪紳也
媒体名：日本経済新聞
書評掲載年月：2020年11月28日
対象著書（著者）：『水都東京―地形と歴史で読み解く下町・山の手・郊外』

（陣内秀信、筑摩書房、2020年11月）

評者名：佐藤信
媒体名：読売新聞
書評掲載年月：2020年12月６日

対象著書（著者）：『水都東京―地形と歴史で読み解く下町・山の手・郊外』
（陣内秀信、筑摩書房、2020年11月）

評者名：板坂則子
媒体名：浮世絵芸術（181）
書評掲載年月：2021年1月
対象著書（著者）：『好古趣味の歴史　江戸東京からたどる』（法政大学江戸
東京センター・小林ふみ子・中丸宣明（編）、文学通信、2020年6月）

作品

作品名：K2 house
著者名：下吹越武人
賞：住まいの環境デザイン・アワード2020　グランプリ
受賞日：2020年2月

作品名：K2 House
著者名：下吹越武人
雑誌名：新建築 2020年2月号
発行年月：2020年2月

作品名：K2 House
著者名：下吹越武人
雑誌名：エル・デコ 4月号
発行年月：2020年2月

作品名：K2 house
著者名：下吹越武人
賞：日本建築学会作品選集2020
発行日：2020年3月

作品名：K2 house
著者名：下吹越武人
賞：日本建築学会作品選奨
受賞日：2020年4月

作品名：K2 House
著者名：下吹越武人
雑誌名：モダンリビング No.250
発行年月：2020年4月

作品名：中央ラインハウス小金井
著者名：北山恒（設計）
雑誌名：日経アーキテクチュア 2020年7月号、pp66-72
発行年月：2020年8月

作品名：中央ラインハウス小金井
著者名：北山恒（設計）
雑誌名：「新建築」、2020年8月号
発行年月：2020年8月
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標題：「函館港の現在と過去」（総特集 北前船日和山之景）
著者名：米家志乃布
雑誌名：『地図中心』(571)
発行年月：2020年4月

標題：「渋谷問題」
著者名：北山恒
媒体名：建築時評コラム　驟雨異論
発行年月：2020年4月

標題：「追悼　芳賀徹：「徳川時代」と都市・東京に注いだ国際的で開かれた
視線」
著者名：陣内秀信
雑誌名：『東京人』2020年5月号
発行年月：2020年5月

標題：「未来に向けた新たな住まい方」
著者名：陣内秀信
雑誌名：『建築東京』Vol.56, No.668
発行年月：2020年6月

標題：「未来都市はムラに近似する」
著者名：北山恒
媒体名：建築時評コラム　驟雨異論
発行年月：2020年7月20日

出演者：金谷匡高他
媒体名：NHK「おはよう日本」TV
発表年月：2020年9月8日
標題：特集「台風15号から1年 島の文化を守りたい」
内容：新島の歴史的な建物群や景観をどのように残し後世に伝えていくか

出演者：金谷匡高他
媒体名：NHK「ちかさとナビ」ウェブサイト
発表年月：2020年9月8日
標題：「台風15号（2019年）被害の新島 石造りの街並みを修復」
URL：https://www.nhk.or.jp/shutoken/ohayo/20200908.html

標題：「クリストファー・アレグザンダーの「人間都市」（a human city）を知っ
ているか」
著者名：北山恒
媒体名：建築時評コラム　驟雨異論
発行年月：2020年10月20日

発表者：田中優子
標題：基調講演「コロナで発見した５つのこと」
発表場所：「朝日教育会議「これからの大学 for ダイバーシティ ～多読・会
読・連読の場～」
媒体名：朝日新聞社・法政大学
発表年月：2021年11月22日

発表者名：横山泰子
学会等名：東京文化資源会議「崖東夜話」

発表年月：2020年10月13日

著者名：小林ふみ子
標題：「嘉永3年（1850）刊遠山雲如『墨水四時雑詠』注解」（分担執筆）
雑誌名：『太平余興』７集
発表年月：2020年11月

著者名：小林ふみ子
標題：「『墨水四時雑詠』注解第三回 停雲会（本回担当：杉下元明・日原傳・
小林ふみ子・堀口育男・佐藤温）」
媒体名：『太平余興』6集
発行年月：2020年

著者名：山本真鳥
媒体名：弘文堂ウェブマガジン「オセアニアの今ー伝統文化とグローバル化」
発行年月：2019年から現在
URL：https://oceania.hatenablog.jp/

書評

評者名：大塚紀弘
雑誌名：日本歴史 (861)
発表年月：2020年2月
対象書籍：稲葉伸道『日本中世の王朝・幕府と寺社』

評者名：大塚紀弘
雑誌名：史学雑誌 129(6)
発表年月：2020年6月
対象書籍：松尾剛次『鎌倉新仏教論と叡尊教団』

評者名：小林ふみ子
雑誌名：『国語と国文学』97巻11号
発表年月：2020年11月
対象書籍：岩田秀行『江戸芸文攷 : 黄表紙・浮世絵・江戸俳諧』

メディア掲載

記事標題：「怪談新聞　江戸に響く恨めしや～」
媒体名：東京新聞
発行年月：2020年8月18日
内容：横山泰子教授（前・センター長）が取材協力

記事標題：「鼎談　蘇る水都の記憶と武蔵野の杜」
（特集「四谷」都心の大規模再開発 新時代の幕開け!）
媒体名：『東京人』2020年12月号
発行年月：2020年11月
内容：陣内秀信特任教授が鼎談に参加

記事標題：「漢陽と江戸 それぞれの生活文化 オンラインでシンポジウム開催」
媒体名：統一日報
発行年月：2021年2月25日
内容：2021年2月20日開催のシンポジウム「漢陽と江戸東京　それぞれの
暮らし」取材記事
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江戸東京研究センター長

高村 雅彦（タカムラ マサヒコ） 教授 デザイン工学部建築学科

研究プロジェクト・リーダー

水都－基層構造
高村 雅彦（タカムラ マサヒコ） 教授 デザイン工学部建築学科

江戸東京の「ユニーク」さ
小林 ふみ子（コバヤシ フミコ） 教授 文学部日本文学科

テクノロジーとアート
山本 真鳥（ヤマモト マトリ） 教授 経済学部経済学科

都市東京の近未来
北山 恒（キタヤマ コウ）  教授 デザイン工学部建築学科

江戸東京アトラス
福井 恒明（フクイ ツネアキ） 教授 デザイン工学部
    都市環境デザイン工学科

特任研究員

陣内 秀信（ジンナイ ヒデノブ） 法政大学 名誉教授・特任教授

兼担研究員

赤松 佳珠子（アカマツ カズコ） 教授 デザイン工学部建築学科
安孫子 信（アビコ シン）  教授 文学部哲学科
岩佐 明彦（イワサ アキヒコ） 教授 デザイン工学部建築学科
大塚 紀弘（オオツカ ノリヒロ） 准教授 文学部史学科
岡村 民夫（オカムラ タミオ） 教授 国際文化学部国際文化学科
小口 雅史（オグチ マサシ） 教授 文学部史学科
金谷 匡高（カナヤ マサタカ） 教務助手 デザイン工学部建築学科
川久保 俊（カワクボ シュン） 准教授 デザイン工学部建築学科
衣笠 正晃（キヌガサ マサアキ） 教授 国際文化学部国際文化学科
米家 志乃布（コメイエ シノブ） 教授 文学部地理学科
下吹越 武人（シモヒゴシ タケト） 教授 デザイン工学部建築学科
曽 士才（ソウ シサイ）  教授 国際文化学部国際文化学科
高見 公雄（タカミ キミオ） 教授 デザイン工学部
    都市環境デザイン工学科
田中 優子（タナカ ユウコ） 教授 総長
    社会学部メディア社会学科
出口 清孝（デグチ キヨタカ） 教授 デザイン工学部建築学科
中丸 宣明（ナカマル ノブアキ） 教授 文学部日本文学科
根崎 光男（ネサキ ミツオ） 教授 人間環境学部人間環境学科
長谷部 俊治（ハセベ トシハル） 教授 社会学部社会政策科学科
松本 剣志郎（マツモト ケンシロウ） 准教授 文学部史学科
横山 泰子（ヨコヤマ ヤスコ） 教授 理工学部創生科学科
渡邉 眞理（ワタナベ マコト） 教授 デザイン工学部建築学科

客員研究員

石神  隆（イシガミ タカシ）  法政大学名誉教授，エコ地域デザイン研
究センター客員研究員

石渡 雄士（イシワタ ユウシ）  国立研究開発法人建築研究所戦略的
研究推進室専門研究員，エコ地域デザ
イン研究センター客員研究員

稲益 祐太（イナマス ユウタ）  久留米工業大学特任講師，法政大学デ
ザイン工学部兼任講師，エコ地域デザイ
ン研究センター客員研究員

犬塚 悠（イヌツカ ユウ）   名古屋工業大学大学院工学研究科准
教授

大野 秀敏（オオノ ヒデトシ）  建築家、東京大学名誉教授，立命館大
学客員教授　法政大学デザイン工学部
建築学科客員教授

織山 和久（オリヤマ カズヒサ）  広 島 県 立 大 学 経 営 管 理 研 究 科
（HMBS)非常勤講師，株式会社アー
キネット代表

CAROLI Rosa（カーロリ ローザ）  ヴェネツィア　カ・フォスカリ大学言語
学・比較文化研究学科教授

神谷 博（カミヤ ヒロシ）   特定非営利活動法人雨水まちづくりサ
ポート理事長，エコ地域デザイン研究セ
ンター客員研究員

川添 裕（カワゾエ ユウ）   横浜国立大学大学院都市イノベーション
研究院教授

川田 順造（カワダ ジュンゾウ） 神奈川大学特別招聘教授
河野 哲也（コウノ テツヤ） 立教大学文学部教育学科教授
齋藤 智志（サイトウ サトシ） 秋山庄太郎写真芸術館 主任学芸員
山道 拓人（サンドウ タクト） 建築家，法政大学兼任講師
白石 さや（シライシ サヤ）  東京大学名誉教授（東京大学大学院教

育学研究科附属バリアフリー教育開発
研究センター協力研究員）

鈴村 裕輔（スズムラ ユウスケ） 名城大学外国語学部准教授
高道 昌志（タカミチ マサシ）  首都大学東京助教，エコ地域デザイン研

究センター客員研究員
仲 俊治（ナカ トシハル）   建築家，仲建築設計スタジオ代表，法政

大学兼任講師
星野 勉（ホシノ ツトム）   法政大学名誉教授，国際日本学研究所

客員所員
眞島 望（マシマ ノゾム）  成城大学文芸学部非常勤講師
松本 文夫（マツモト フミオ） 東京大学総合研究博物館特任教授
皆川 典久（ミナガワ ノリヒサ）  東京スリバチ学会会長，鹿島建設株式

会社
森田 喬（モリタ タカシ）   法政大学名誉教授，エコ地域デザイン研

究センター客員研究員
栗生 はるか（クリュウ ハルカ） せんとうとまち共同代表

リサーチ・アシスタント（R・A)

加藤 智也（カトウ トモヤ） デザイン工学研究科建築学専攻博士後期課程
邵 帥（ショウ スイ）  デザイン工学研究科建築学専攻博士後期課程
内藤 啓太（ナイトウ ケイタ） デザイン工学研究科建築学専攻博士後期課程
畠山 望美（ハタケヤマ ノゾミ） デザイン工学研究科建築学専攻博士後期課程
肥留川 裕生（ヒルカワ ユウキ） 人文科学研究科史学専攻修士課程修了
羅 莎（ラ サ）  人文科学研究科史学専攻博士後期課程

*2020 年 4 月現在
五十音順



表紙図版の出典（上から）：
■「天保江戸大地図（1843年）」国立国会図書館
■「国土地理院航空写真（2017年）」国土地理院
■この地図は、（一財）日本地図センターが刊行した「参謀本部陸軍部測量局　五千分一東京測量原図」のうち「新宿区市ヶ谷付近」を使用しました。
■「ソリッド・ボイド・マップ（2018年）」法政大学北山研究室製作 発行：2021年 3月 30日
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